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1986年度報告書

ペシャワール会は1983年9月、中村医薗のパキスタンでの医療活動を支援する巨的で結成

されましだ。彼の活動を支援可るとともに、アジアの人々についての理解を深めていきだい

と願つていま可。
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い
ま
す
こ
と
を
、
御
容
謝
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

こ。t
 

三
年
を
か
け
て
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
中
村
哲
医
師
自
ら
が
「
砂
漠
」
と
称
す
る
、
戦

乱
と
難
民
の
あ
ふ
れ
る
。
ハ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
社
会

に
、
病
苦
の
人
々
の
体
と
心
を
癒
す
；
オ
ア
シ
ス
」
を
作

ろ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
、
こ
の
中
村
哲
医
師
を
御
支
援
下

さ
る
多
勢
の
方
の
善
意
を
預
り
、
そ
れ
が
生
か
さ
れ
る
よ

う
、
医
師
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

本
年
度
か
ら
の
第
二
期
で
は
、
中
村
哲
医
師
は
今
ま
で

確
立
し
て
き
た
も
の
を
、
現
地
に
定
着
•
発
展
さ
せ
る
た

め
、
後
継
人
材
の
育
成
を
含
め
て
、
よ
り
困
難
な
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
私
達
事
務
局
で
も
、

会
員
の
皆
様
に
会
報
に
よ
る
現
地
の
報
告
を
始
め
と
し
て
、

医
師
の
活
動
の
一
助
の
役
割
を
今
ま
で
以
上
に
尽
す
つ
も

り
で
す
。

今
回
は
会
費
納
入
の
た
め
の
振
り
入
み
用
紙
を
同
封
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
続
け
て
の
御
支
援
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
会
費
納
入
を
す
で
に
済
ま
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
入
通
知
書
が
送
付
さ
れ
て

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
現
在
、
、
中
村
哲
医
師
は
、
八
月
末
ま
で
一
時
帰

国
中
で
す
。
中
村
哲
医
師
を
囲
ん
で
の
現
地
の
活
動
報
告

会
を
お
考
え
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

の
基
礎
固
め
、
そ
し
て
今
後
の
活
動
の
方
行
性
の
確
立
が

中
村
哲
医
師
の
第
一
期
が
終
り
ま
し
た
。
調
査
と
活
動
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これは中村哲医師が JOCS本部にあてた年次報告書です。本

年 5月をもって、中村先生のパキスタンでの第一期 3年間の医

療活動が終了しました。そこで、少々ボリュームがありますが、

これまでの総まとめともいえるべき86年度報告書¢全部を今回

の会報に掲載することにいたしました。先生の卓越した洞察力

と行動力、仕事のスケールの大きさ、さらに人間味あふれた現

地の人々とのふれあい・・・、この報告書を読まれた会員の皆

様はきっと深い感動を覚えられることでしょう。この秋から引

き続き第二期の活動が始まりますが、中村先生と御家族のご健

康とご健闘を祈らずにおられません。

中村 哲 （なかむら・てつ）

1946年生、福岡出身。

九大医学部卒業。神経内科

専門医。国立肥前療養所、大

牟田労災病院などで勤務。英

国にて熱帯医学を研修後、

1984年5月、パキスタン北西

辺境州ペシャワール市にある

ミッション病院で活動を開始。

尚子夫人と秋子ちゃん、健ち

ゃん、美智ちゃんも一緒。火

野華平の甥。

事務局
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か
と
い
っ
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
、

マ
リ

一
九
八
六
年
度
は
、
前
年
度
に
も
ま
し
て
め
ま
ぐ
る
し

い
一
年
間
で
あ
り
、
私
の
第
一
期
赴
任
の
最
終
年
に
も
相

当
す
る
。
三
カ
年
を
か
け
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
棟
の
埜
礎
的

な
改
善
を
企
り
、
次
期
に
備
え
て
離
陸
を
完
了
す
る
積
り

で
い
た
。

元
来
、
私
の
仕
事
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

病
院
の
中
の
任
務
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
病
院
を
た
て
、
独

走
を
せ
ず
、
そ
の
一
員
た
る
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
が
、

タ
ン
北
西
辺
境
州
政
府
の
保
健
行
政
上
の
問
題
で
も
あ
っ

た
。
そ
れ
故
、
ハ
ン
セ
ン
病
棟
を
担
当
す
る
私
の
立
場
は
、

病
院
の
方
針
と
全
体
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
推
進
す
る

カ
ラ
チ
の
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン

タ
ー
の
方
針
と
の
憧
着
の
た
だ
中
で
、
有
効
な
活
路
を
見

出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

三
カ
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
こ
の
間
の
慌
し
い
出
来
事

は
、
私
自
身
理
解
す
る
の
が
困
難
な
こ
と
も
あ
っ
た
し
、

ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
共
に
実
情

を
よ
く
の
み
こ
ん
で
い
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
し
て
、
遠

い
日
本
の
人
々
に
正
確
な
理
解
を
得
て
も
ら
う
の
は
不
可

能
に
近
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
た
だ
、
全
て
は

異
常
か
つ
異
例
の
状
況
下
で
行
わ
れ
、
流
動
的
な
情
勢
は

し
ば
し
ば
新
し
い
活
動
の
展
開
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
こ

他
方
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
は
パ
キ
ス

は
じ
め
に

I
.
＼
 

ア
フ
ガ
ン
人
治
療
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
は
、
ペ
シ
ャ
ワ

い
で
あ
る
。

の
た
め
に
、
他
方
で
は
非
難
と
批
判
を
、
一
方
で
は
賞
讃

を
過
度
に
ひ
き
う
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
八
六
年
度
の
新
し
い
展
開
は
、
北
西
辺
境
州
中
唯

一
の
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
中
味
を
完
備

し
、
そ
の
名
に
値
す
る
基
礎
的
な
治
療
態
勢
を
固
め
、
さ

ら
に
積
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
ア
フ
ガ
ン
人
問
題
に
積
極
的

な
と
り
く
み
を
開
始
し
た
こ
と
で
あ
る
。

私
と
し
て
は
、
こ
の
、

い
わ
ば
生
み
の
苦
し
み
の
時
期

を
の
り
き
れ
ば
、
後
は
多
少
の
起
伏
が
あ
っ
て
も
何
と
か

な
る
も
の
と
思
っ
て
は
い
た
が
、
困
難
は
予
想
を
遥
か
に

上
回
っ
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
治
安
は
次
第
に
悪
化
し
て

い
っ
た
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
内
乱
は
政
治
的
な
と
り

ひ
き
と
は
か
け
は
な
れ
て
さ
ら
に
激
し
く
、
複
雑
な
も
の

に
な
っ
て
い
っ
た
。
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ

対
立
は
深
刻
と
な
り
、
，
私
自
身
の
ワ
ー
カ
ー
の
立
場
も
微

妙
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・

ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
自
身
も
財
政
的
に
倒
壊
寸
前
で
、

よ
い
仕
事
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
「
こ
の
非
常
時
に
…
…
」

と
い
う
不
可
解
な
批
判
を
甘
ん
じ
て
受
け
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
異
常
な
嫉
妬
心
は
ハ
ン
セ
ン
病
棟
の
管
理
を
し
ば

し
ば
困
難
に
し
た
。

ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
へ
の
暴
力
的
な
圧
力
と
と
ら
れ

た
し
、
同
時
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
側
の

の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
活
動
を
知
る
一
端
と
も
な
れ
ば
幸

l

ッ
シ
ョ
ン
病
院
か
ら
の
非
難
と
な
っ
た
し
、
ペ
シ
ャ
ワ

レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
賞
讃
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

ー
・
セ
ン
タ
ー
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の

接
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
フ
ガ
ン
人
へ
の
粗
暴
な
態
度
は
、

ぬ
き
が
た
い
不
信
と

恨
み
を
買
っ
て
悪
循
環
を
形
成
し
た
。
し
か
も
こ
こ
で
は
、

友
人
を
得
る
こ
と
は
敵
を
得
る
こ
と
と
同
一
で
あ
り
、
友

情
と
忠
誠
心
が
本
物
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
他
方
と
の
対

立
は
鋭
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

ア
フ
ガ
ン
勢
の
強
力
な
助
成
は
、
西
部
辺
境
で
の
活
動

を
容
易
に
し
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
い
わ
ば
広
大
な
処
女

地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
同
時
に
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、

今
ま
で
外
国
人
に
は
殆
ん
ど
伝
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
苦
悩
の
中
枢
部
の
実
情
に
身
近
に

一
九
八
七
年
一
月
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
範
囲
は
さ

ら
に
西
方
に
延
び
、
国
境
地
帯
に
達
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
の
北
西
部
国
境
で
、
ソ
連
軍
の
ミ
グ
戦
闘
機
の
機
影
と

爆
撃
に
遭
遇
し
た
時
は
、
文
字
通
り
我
々
の
活
動
の
限
界

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
も
は
や
、
病
院
で
の
い
ざ
こ
ざ
や
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
と
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ

ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
と
の
衝
突
は
小
さ
な
も

の
と
な
っ
た
。
最
大
の
障
壁
は
こ
の
人
々
と
そ
の
抱
え
て

い
る
苦
悩
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

こ
う
し
て
、

一
九
八
六
年
度
の
終
り
に
は
や
っ
と
問
題

の
核
心
部
に
迫
っ
た
と
い
え
よ
う
。
実
情
を
正
確
に
伝
え

る
の
は
や
や
困
難
を
覚
え
る
が
、
本
報
告
書
が

J
o
c
s
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か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

政
治
情
勢
を
語
る
の
は
私
の
本
旨
で
は
な
い
が
、
我
々

の
働
き
の
理
解
を
得
る
に
は
、
こ
の
土
地
の
風
土
、
政
情

を
述
べ
ぬ
訳
に
は
い
か
な
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
一
年
間
の

大
ざ
っ
ぱ
な
動
き
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

以
前
の
報
告
書
で
再
三
述
べ
た
よ
う
に
、
北
西
辺
境
州

は
、
事
実
上
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
一
体
で
あ
り
な
が
ら
、

行
政
上
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
一
部
で
あ
る
、
と
い
う
奇
妙
な

位
置
に
あ
る
。
一
九
七
九
年
の
ソ
連
軍
侵
攻
後
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
内
乱
は
、
二
百
五
十
万
人
を
越
え
る
難
民
と

共
に
直
接
北
西
辺
境
州
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
。
難
民

は
爆
発
的
に
増
え
続
け
、
パ
キ
ス
タ
ン
連
邦
政
府
側
で
は

影
轡
が
中
央
に
及
ぶ
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
難
民
の
定
住
地

を
北
西
辺
境
州
内
に
留
め
る
政
策
を
と
っ
た
。
そ
れ
で
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
の
よ
う
な
都
市
で
は
、
恰
も
ア
フ
ガ
ン
人
の

国
で
あ
る
か
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
た
。
し
か
も
殆
ん
ど

の
難
民
自
身
が
ム
ジ
ャ
ヘ
デ
ィ
ー
ン
（
イ
ス
ラ
ム
の
敵
と

闘
う
戦
士
の
こ
と
を
言
う
）
で
あ
り
、
武
装
勢
力
で
も
あ

っ
た
か
ら
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
し
て
は
巨
大
な
爆
薬
庫
を
か

難
民
流
入
の
初
期
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
化
の
国
策
も
あ
り
、

彼
ら
を
同
胞
と
し
て
歓
待
し
た
。
し
か
し
難
民
の
流
入
に

よ
る
様
々
の
社
会
問
題
は
、
国
内
の
治
安
と
か
ら
み
あ
っ

て
そ
の
関
係
は
微
妙
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
い
き
お

い
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
籍
の
も
の
と
ア
フ
ガ
ン
難
民
と
の
間

ー

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
情
勢

中国

ー

n
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カシミール

パンシャプ

パキスタン北西辺境州の概要

に
は
亀
裂
が
生
じ
、
敵
対
心
が
隠
然
と
底
流
を
な
す
よ
う

に
な
っ
た
。

一
九
八
六
年
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
お
け
る
多

数
の
爆
破
事
件
に
よ
っ
て
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。

抵
抗
組
織
自
身
は
、
巨
額
の
援
助
に
よ
っ
て
武
器
も
豊

富
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
内
部
抗
争
は
少
し
も
お
さ
ま

万
名
の
軍
民
は
〈
ロ
シ
ア
に
死
を
I
．
ア
メ
リ
カ
に
死
を
I.〉

ー
ズ
」
の
肩
代
り
を
し
て
や
っ
て
き
た
敵
と
い
う
訳
で
あ

る。）
ら
ず
、
公
称
で
七
つ
の
抵
抗
組
織
は
互
い
に
分
裂
、
同
盟

を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
元
来
が
闘
争
・
対
立
を
気
風
と

す
る
土
地
柄
の
上
に
、
米
国
の
介
入
に
よ
っ
て
こ
の
傾
向

は
迫
車
を
か
け
ら
れ
た
。

99
％
以
上
の
イ
ス
ラ
ム
住
民
は

徹
底
し
た
反
米
感
情
を
根
強
く
持
っ
て
い
る
の
で
、
米
国

側
と
し
て
は
「
分
離
統
治
」
の
方
針
を
も
っ
て
各
抵
抗
組

織
の
武
器
援
助
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

抵
抗
組
織
の
事
務
局
は
援
助
に
よ
っ
て
充
分
う
る
お
っ
た

が
、
実
際
の
戦
線
で
戦
っ
て
い
る
軍
民
か
ら
は
う
き
あ
が

り
、
各
組
織
共
に
人
々
の
信
頼
を
失
っ
た
。

一
部
に
は
彼

ら
を
「
ア
メ
リ
カ
の
息
子
」
（
ア
フ
ガ
ン
人
は
、
パ
キ
ス
タ

ン
人
を
「
英
国
人
の
息
子
L

と
い
っ
て
軽
蔑
す
る
。
）
と
、

あ
か
ら
さ
ま
に
述
べ
る
も
の
も
で
て
き
た
。

（
因
み
に
、
こ
の
種
の
反
英
米
感
情
は
ぬ
き
が
た
い
も

の
が
あ
り
、

ア
フ
ガ
ン
人
は
過
去
の
英
国
と
の
三
次
に
わ

た
る
戦
争
で
英
印
軍
を
撃
退
し
て
お
り
、
ア
ン
グ
レ
ー
ズ

（
英
国
）
は
敵
の
代
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
ア
フ
ガ

ン
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
「
ア
ン
グ
レ

と
も
あ
れ
、

一
九
八
六
年
暮
れ
か
ら
始
ま
っ
た
「
和
平

交
渉
」
は
、
少
く
と
も
現
地
で
は
大
勢
に
影
響
を
与
え
ず
、

戦
闘
は
少
し
も
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
七
年
一
月

に
な
り
、
各
抵
抗
組
織
は
米
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
圧

力
に
よ
っ
て
不
承
々
々
統
一
集
会
を
開
い
て
、
反
ソ
統

一

戦
線
を
呼
び
か
け
た
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
集
結
し
た
数
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一
九
八
六
年
度
の
北
西
辺
境
州
の
一
連
の
動
き
は
、
一

つ
の
破
局
の
始
ま
り
を
予
想
さ
せ
る
に
充
分
な
も
の
が
あ

っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
自
身
の
〈
イ
ス
ラ
ム
化
政
策
〉
も
一

つ
の
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
え
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
自
身
も
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
問
題
で
、
損
失

し
た
も
の
も
大
き
か
っ
た
。
大
置
の
武
器
が
バ
ザ
ー
ル
に

流
出
し
た
。
ロ
シ
ア
兵
か
ら
の
戦
利
品
又
は
中
国
製
・
米

国
製
の
横
流
し
品
と
し
て
銃
器
類
は
最
大
の
取
引
き
品
と

な
り
、
ラ
ホ
ー
ル
や
カ
ラ
チ
に
流
れ
て
い
っ
た
。
麻
薬
の

買
売
と
並
ん
で
、
こ
れ
は
カ
ラ
チ
・
ラ
ホ
ー
ル
の
暴
動
、

市
街
戦
の
背
景
を
な
し
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
内
部
の
治

安
悪
化
の
促
進
要
因
と
い
え
よ
う
。
一
九
八
六
年
十
一
月
、

一
九
八
七
年
一
月
の
カ
ラ
チ
大
暴
動
に
よ
る
数
千
名
の
死

亡
者
の
背
景
は
、
こ
う
し
て
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
我
々
の
仕
事
に
も
重
要
な
影
響
を
与
え
た
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ン
人
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
増

え
に
増
え
続
け
た
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
組
織
す

る
の
も
政
治
的
粉
争
に
ま
き
こ
ま
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
、

細
心
の
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
我
々
の
ア
フ

ガ
ン
人
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
フ
ィ
ス
も
武
装
を
含
む
自
衛

た

J
o
c
s
へ
の
報
告
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は

く
り
か
え
さ
な
い
が
、
①
北
西
辺
境
州
に
計
31
カ
所
の
サ

ブ
・
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
診
療
員
を
各
ニ
ー
―
―
―
名
配
備
、

投
薬
、
簡
単
な
合
併
症
治
療
を
行
わ
せ
る
。
②
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ワ
ー
ク
に
重
点
を
置
き
、
早
期
発
見
・
在
宅
治
療
を

積
極
的
に
行
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

元
来
、
北
西
辺
境
州
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
の
中
心

は
、
一
九
八
二
年
ま
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病

院
が
中
心
で
あ
り
、
英
国
系
、
ベ
ル
ギ
ー
系
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
団
体
が
既
に
主
要
地
区
に
サ
ブ
・
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て

事
実
上
の
下
地
は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

八
一
年
に
は
ベ
ル
ギ
ー
人
の
グ
ル
ー
プ
は
駆
遂
さ
れ
て
し

ま
い
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
診
療
能
力

の
著
し
い
低
下
と
相
侯
っ
て
、
治
療
セ
ン
タ
ー
は
「
政
府

管
理
」
の
名
の
も
と
に
公
営
病
院
の
一
角
に
移
さ
れ
た
。

（
一
九
八
一
乙
一
年
四
月
、
レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院

に
開
設
）
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
政
府
管
理
」
を
全
面
的
に

支
え
て
い
た
の
が
西
独
系
の
フ
ァ
ウ
歴
師
に
ひ
き
い
ら
れ

五
カ
年
計
画
の
骨
子
は

一
九

一
、
五
カ
年
計
画
の
結
末

一
九
八
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
北
西
辺
境
州
の
レ
プ
ロ
シ
ー

（
ハ
ン
セ
ン
病
）
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
八

六
年
に
形
の
上
で
は
終
了
し
、
大
規
模
な
成
功
を
収
め
た
と

報
告
さ
れ
た
。
実
績
は
一
九
八
七
年
末
に
詳
細
が
出
さ
れ
る
。

一
九
八
六
年
初
め
に
は
、

9
0
¥．
95
％
と

の
大
合
唱
で
答
え
、
取
材
に
来
た
欧
米
人
を
震
え
あ
が
ら

せ
た
。
た
と
え
ソ
連
軍
が
徹
退
し
よ
う
と
、
別
の
形
で
内

ー
・
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン

急
造
さ
れ
、
各
地
に
配
備
さ
れ
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ

ッ
シ
ョ
ン
病
院
は
事
実
上
無
視
さ
れ
て
、
治
療
セ
ン
タ
ー

（
公
営
）
の
活
動
を
補
い
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
地
区
の
み
を
担

当
す
る
と
共
に
”
身
寄
り
の
な
い
変
形
患
者
の
家
II

の
役

割
と
ア
フ
ガ
ン
人
診
療
に
重
点
を
置
か
せ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
〈
公
営
化
〉
の
利
点
と
欠
点
は
昨
年
一
九
八
五
年

度
の
報
告
書
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
五
カ
年
計
画
の
構

想
は
、
北
西
辺
境
州
の
実
情
に
よ
く
適
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
問
題
は
、
診
療
員
側
の
態
度
に
あ
っ
た
。
元
来
、

ハ
ン
セ
ン
病
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
天
然
痘
や
結
核
と
は

異
っ
て
、
そ
こ
に
差
別
を
憎
み
、
弱
い
者
に
同
情
を
よ
せ

る
と
い
っ
た
強
い
動
機
を
も
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
〈
公
営
化
〉
は
多
く
の
レ
プ
ロ
シ
ー

官
僚
と
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
生
み
出
し
、
長

年
月
を
待
た
ず
し
て
次
第
に
変
質
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
こ

と
は
目
に
見
え
て
い
た
。
成
績
を
よ
く
し
て
援
助
を
増
や

し
、
利
得
を
う
る
こ
と
に
腐
心
す
る
も
の
が
少
く
な
か
っ

た
。
五
カ
年
計
画
は
確
か
に
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
が
、

．
こ
の
欠
点
は
致
命
的
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
誇
大
宣
伝
と
金

が
ゆ
き
か
う
馬
鹿
々
々
し
い
見
世
物
と
な
り
、
肝
腎
の
患

者
は
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
。

各
診
療
所
は
、

一
九
八
一
二
年
に
私
が
提
出
し

の
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で

で
あ
る
。

（
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
員
）
が
カ
ラ
チ

乱
は
続
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
の
よ
う

II

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
レ
プ

ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
の
現
況

従
っ
て
北
西
辺
境
州
の
み
で
、
百
名
近
く
の
レ
プ
ロ
シ

タ
ー
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

る
カ
ラ
チ
の
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
ブ
ロ
シ
ー
セ
ン
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い
っ
た
定
期
服
薬
者
の
率
を
誇
り
、
〈
大
戦
果
〉
を
連
発
し

て
い
た
。
し
か
し
、
わ
づ
か
二
＼
三
年
で
こ
の
定
期
服
薬

率
を

30
％
か
ら

90
％
以
上
に
ひ
き
あ
げ
た
と
い
う
の
は
信

じ
難
い
。

北
西
辺
境
州
で
計
約
五
千
名
が
登
録
さ
れ
た
が
、
そ
の

う
ち
千
二
百
名
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で

あ
り
、
多
く
の
診
療
所
で
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
病
院
か
ら
逆
に
患
者
が
送
ら
れ
る
数
は
か
な
り
の
も
の

が
あ
っ
た
。

と
も
か
く
も
五
カ
年
計
画
の
結
末
は
、
総
登
録
患
者
約

五
千
名
、
治
療
下
に
あ
る
も
の
約
三
千
名
、
定
期
服
薬
率

80
％
前
後
、
配
備
さ
れ
た
診
療
所
（
投
薬
所
）

31
カ
所
、

全
ワ
ー
カ
ー
数
百
名
以
上
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
の
成
功

は
収
め
た
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
定
期
服
薬
の
態
勢

は
一
応
の
下
地
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
北
西
辺
境
州
に
お
い
て
、
ハ
ン
セ
ン

病
が
終
息
に
近
づ
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
公
平
に

み
て
、
根
絶
計
画
の
下
地
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て
、
計
画
そ
の
も
の
が
完
成
し
た
と
は
言
え
な
い
。
む
し

ろ
、
問
題
の
大
き
さ
と
根
深
さ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
段
階

で
あ
っ
て
、
真
の
と
り
く
み
は
こ
れ
か
ら
と
言
え
る
。
〈
五

ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
フ
ァ
ウ

医
師
の
表
彰
〉
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
半
ば
白
々
し
い
気
持

で
聞
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

カ
年
計
画
の
大
成
功
〉
と
〈
ハ
ン
セ
ン
病
に
捧
げ
た
マ
リ

（ク＼

人
看
護
婦
が
ど
の
よ
う
な
動
機
で
こ
の
辺
境
に
来
た
の
か
、

ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
活
発
化
）

こ
れ
も
一
言
で
は
語
り
得
ぬ
多
く
の
歴
史
的
背
景
が
あ

る
。
北
西
辺
境
州
に
お
け
る
最
初
の
治
療
セ
ン
タ
ー
は
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
は
な
く
、
東
部
の
ス

ワ
ト
か
ら
始
ま
っ
た
。
現
在
の

J
O
C
S
の
働
き
を
理
解

す
る
た
め
、
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
述
べ
て
み
よ
う
。

ピ
ー
ル
・
バ
バ
コ
ロ
ニ
ー

北
西
辺
境
州
東
部
に
ス
ワ
ト
渓
谷
と
い
う
豊
か
な
地
帯

が
あ
り
、
州
の
中
で
は
比
較
的
民
心
が
湿
和
で
あ
る
。
こ

こ
に
ピ
ー
ル
・
バ
バ
と
い
う
聖
者
の
墓
が
あ
る
。
年
代
は

不
明
だ
が
数
々
の
奇
跡
を
行
っ
て
人
々
に
尽
し
、
そ
の
名

は
全
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
カ
シ
ミ
ー
ル
に
知
れ
わ
た
っ
た
。

現
在
で
も
こ
の
ピ
ー
ル
・
バ
バ
は
、
各
地
か
ら
お
参
り
に

集
っ
て
く
る
人
々
で
大
変
な
賑
い
を
み
せ
て
い
る
。
’

ス
ワ
ト
地
方
自
身
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
多
発
地
帯
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
多
く
の
人
々
は
〈
ハ
ン
セ
ン
病
に
か

か
る
と
ピ
ー
ル
・
バ
バ
に
行
け
ば
治
る
〉
と
信
じ
て
い
る
。

私
の
知
る
範
囲
で
、
西
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ヘ
ラ
ー
ト

か
ら
、
東
は
カ
シ
ミ
ー
ル
、
北
イ
ン
ド
ま
で
、
多
く
の
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
が
こ
の
ピ
ー
ル
・
バ
バ
に
集
っ
て
く
る
。

パ
キ
，
ス
タ
ン
の
分
離
独
立
か
ら
ま
も
な
く
、
一
九
五
〇

年
代
の
初
め
、
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
看
護
婦
が
カ
ト
リ
ッ

ク
団
体
の
援
助
で
簡
易
診
療
所
を
作
り
、
患
者
の
世
話
を

始
め
た
こ
と
が
、
北
西
辺
境
州
の
近
代
的
な
ハ
ン
セ
ン
治

療
の
発
端
と
な
っ
た
。
今
と
な
っ
て
は
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
・

ヒンズークシュ山脈、パジョウル谷の寒村、険しい岩山にかこまれている

ど
う
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
を
始
め
た
の
か
知
る
術
も
な

い
け
れ
ど
、
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
の
分
野
で
は
こ
の
土
地
に

お
い
て
イ
ス
ラ
ム
聖
者
ピ
ー
ル
・
バ
バ
に
劣
ら
ぬ
奇
跡
を

現
出
し
た
。

一
九
六

0
年
に
当
時
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病

院
の
院
長
に
就
任
し
た
、
英
国
人
医
師
J
.
G
・
シ
ョ
ウ

は
、
ピ
ー
ル
・
バ
バ
コ
ロ
ニ
ー
か
ら
の
依
頼
を
う
け
て
定

二
、
治
療
セ
ン
タ
ー
の
変
遷
（
公
営
の
衰
退
と
ペ
シ
ャ
ワ

¥．-) 
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一
九
六
五
年

一
方
、
カ
ラ
チ
の
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院

期
巡
回
診
療
を
始
め
、
入
院
の
必
要
な
患
者
を
ひ
き
う
け

る
た
め
に
、
院
内
の
一
角
を
ハ
ン
セ
ン
病
棟
と
し
て
割
り

あ
て
た
。
こ
れ
が
当
病
院
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
の

発
端
と
な
る
。
ピ
ー
ル
・
バ
バ
に
定
住
し
て
生
涯
を
さ
さ

げ
た
一
人
の
フ
ラ
シ
ス
人
看
護
婦
の
精
神
は
こ
う
し
て
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
う
け
つ
が
れ
、
一
層

の
発
展
を
み
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
苦
労
は
充
分
報
わ
れ

～
 

た

レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
の
発
展

ー
・
セ
ン
タ
ー
は
一
九
五
五
年
に
西
独
系
の
寄
金
を
母
体

と
し
て
活
動
を
始
め
、
ス
タ
ッ
フ
教
育
に
力
を
入
れ
て
レ

プ
ロ
シ
ー
・
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ス

を
開
設
し
て
い
た
。
シ
ョ
ウ
院
長
は
、
た
だ
ち
に
カ
ラ
チ

と
連
絡
を
と
り
、
数
名
の
技
術
者
を
養
成
。

に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
内
に
レ
プ
ロ
シ
ー
・

ユ
ニ
ッ
ト
を
設
立
し
た
。
こ
う
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ

ッ
シ
ョ
ン
病
院
が
北
西
辺
境
州
全
体
の
本
格
的
な
ハ
ン
セ

ン
病
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
発
な
治
療
活
動
を
始
め
た
の
で

あ
る
。
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ

ー
の
フ
ァ
ウ
医
師
が
着
任
し
た
の
も
大
凡
こ
の
頃
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
レ
ベ
ル
か
ら
言
え
ば
、
〈
困
っ
た
患
者

の
世
話
を
す
る
〉
と
い
う
程
度
で
、
北
西
辺
境
州
全
土
に

亘
る

II

根
絶
計
画
＂
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
、
一
九
七

0
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
ベ
ル
ギ
ー
系
の
カ
ト
リ
ッ
ク
ミ
ッ

シ
ョ
ン
団
体
が
大
巾
に
介
入
し
、
本
格
的
な
活
動
を
開
始

省
レ
プ
ロ
シ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
名
誉
顧
問
II

と
し
て
入

ロ
イ
ン
に
し
た
て
あ
げ
、
歴
療
行
政
に
”
連
邦
政
府
厚
生

し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
は
治
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
も
充
実
し
、
ピ
ー
ル
・
バ
バ
・
コ
ロ
ニ
ー
と

の
協
力
で
、
ス
ワ
ト
、
マ
ル
ダ
ン
、
デ
ィ
ー
ル
等
の
多
発

地
帯
に
サ
ブ
・
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
患
者
の
登
録
制
を
確

立
し
、
名
実
共
に
北
西
辺
境
州
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
七

0
年
代
の
初
め
か
ら
、
欧
米
の
各
キ
リ
ス
ト
教

団
体
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
に
一
度

に
押
し
よ
せ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
自
身
の
合
意
が
と
り
か
わ

さ
れ
、
カ
ラ
チ
、
シ
ン
ド
州
は
西
独
系
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州

は
ア
メ
リ
カ
系
、
北
西
辺
境
州
は
ベ
ル
ギ
ー
系
と
一
応
の

“
な
わ
ば
り
“
が
と
り
決
め
ら
れ
て
い
た
。
い
く
ら
医
療

奉
仕
と
は
い
え
、
こ
れ
は
前
世
紀
的
な
列
強
分
割
を
房
髯

さ
せ
、
独
立
国
と
し
て
の
体
面
上
、
由
々
し
き
こ
と
で
あ

っ
た
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
公
営
化
を
切
望
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
連
邦
政
府
側
は
、
カ
ラ
チ
の
マ

リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
を
主
た

る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
び
、
そ
の
実
質
的
な
援
助
を
借

り
て
公
営
化
を
す
す
め
る
方
針
を
採
用
し
た
。
レ
プ
ロ
シ

．

ヽ
も
IJ 

ー

月
．
 

ー
・
セ
ン
タ

フ
ァ
ウ
医
師
を
カ
リ
ス
マ
的
な
ヒ

り
こ
み
、
政
府
の
お
墨
つ
き
で
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
で
き
た
し
、
素
性
の
正
し
い
団
体
と

し
て
外
国
の
基
金
も
仰
ぎ
や
す
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
フ

の
停
滞

公
営
化
の
発
端
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院

不
法
医
療
活
動
L

と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
人
指
導
者
（
シ
ス
タ

そ
こ
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
は
カ
ラ

ァ
ウ
医
師
自
身
ど
う
い
う
気
持
で
あ
っ
た
の
か
き
く
由
も

な
い
が
、
お
そ
ら
く
カ
リ
ス
マ
に
さ
せ
ら
れ
る
ま
ま
、
そ

の
立
場
に
徹
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病
を
一
掃

す
る
固
い
決
意
を
か
た
め
た
と
思
わ
れ
る
。
金
と
名
誉
が

ん
だ
。

大
巾
に
も
の
を
い
う
こ
の
国
で
、
彼
女
と
し
て
は
あ
ら
ゆ

る
非
難
を
う
け
て
実
質
的
な
行
動
を
す
る
決
心
を
し
た
ら

し
い
こ
と
は
、
そ
の
人
柄
か
ら
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
う
し
て
「
公
営
化
」
の
方
針
は
北
西
辺
境
州
に
も
及

一
九
八
一
年
当
時
、
先
に
述
べ
た
ベ
ル
ギ
ー
人
グ

ル
ー
プ
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
内
で
、
“
北

西
辺
境
州
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
“
と
名
乗
り
、
病
院

と
も
ほ
ぽ
完
全
に
独
立
し
て
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
当
時

“
民
族
主
義
“
は
時
代
の
流
行
で
あ
り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
院
長
職
も
英
国
人
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン

人
の
手
に
渡
り
、
地
元
側
か
ら
み
れ
ば
、
〈
外
国
人
ミ
ッ
シ

ョ
ナ
リ
ー
た
ち
が
大
金
を
惜
し
み
な
く
使
っ
て
民
心
に
影

轡
を
与
え
、
地
元
の
パ
ワ
ー
を
無
視
す
る
〉
の
は
面
白
く

な
か
っ
た
。

チ
の
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー

と
結
ん
で
、
さ
さ
い
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
不
法
居
住
、

ー
・
ラ
ザ
）
を
告
発
、

ベ
ル
ギ
ー
人
グ
ル
ー
プ
は
非
憤
の

う
ち
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
ひ
き
あ
げ
た
。

．
一
九
八
二
年
の
十
二
月
に
、
私
が

J
O
C
S
の
意
を
汲

ん
で
下
見
に
来
た
当
時
は
、
病
棟
は
荒
廃
し
て
お
り
、
言

い
す
ぎ
で
な
け
れ
ば
、
ま
る
で
安
宿
で
縫
帯
巻
き
を
し
て
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:
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
ハ
ン
セ
ン
病
棟
は
以
上
の
よ
う
な
状

一
九
八
四
年
五
月
、
私
の
着
任
当
時
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

ン
病
院
の
活
発
化

公
営
セ
ン
タ
ー
の
停
滞
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ

と
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
自
身
も

彼も難民であり、患者であった。理学療法士

の彼は今では主要なスタッフの 1人である

ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
の
一
角
に
移
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
と
し

れ、 い
る
と
い
う
程
度
の
ひ
ど
い
状
態
で
あ
っ
た
。
カ
ラ
チ
の

マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
は
先

て
お
い
て
、
公
営
セ
ン
タ
ー
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
公
営
病

院
レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
に
移
す
心
算
で
、
初

め
か
ら
計
画
的
に
事
を
運
ん
で
い
た
の
は
、
今
と
な
っ
て

は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
”
政
府
主
導
“
の
名

の
下
に
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ

ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
五
カ
年
計
画
が
ぶ
ち
あ
げ
ら

セ
ン
タ
ー
を
レ
デ
ィ
ー
・
リ

一
九
八
四
年
四
月
に
、

て
は
ぜ
い
た
く
な
冷
房
入
り
の
病
棟

20
床
と
各
オ
フ
ィ
ス

が
巨
四
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
。
私
は

一
九
八
四
年
に
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
着
任
し
た
が
、
マ
リ

ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
ギ

ル
ギ
ッ
ト
ヘ
の
転
任
を
す
す
め
ら
れ
た
の
み
で
、
ま
る
で

無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
こ
れ
は
何
も
カ
ラ
チ

の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
が
謀
略
を
駆
使
し
て
ミ
ッ
シ

ョ
ン
病
院
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ユ
ニ
ッ
ト
を
消
滅
さ
せ
よ
う

ハ
ン
セ
ン
病
資
金
の
一
部
を
病
院
全
体
の
運
用
に
転
用
し

た
り
、
「
慈
善
し
の
誇
大
宣
伝
を
す
る
割
に
中
味
が
な
か
っ

た
か
ら
で
も
あ
る
。

態
で
あ
っ
た
。
元
来
私
の
契
約
は
一
般
病
棟
で
の
働
き
を

中
心
に
し
た
も
の
で
、
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ユ
ニ
ッ
ト
兼
任
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
自
分
の
力
量
を
考
え
、
フ
ル
・

ぬ
と
考
え
ら
れ
た
。

―
つ
に
は
、
情
報
を
数
力
月
が
か
り
で
集
め
て
な
る
べ

く
冷
静
に
事
態
を
み
る
と
、
「
公
営
セ
ン
タ
ー
」
の
荒
廃
も

ま
た
時
間
の
問
題
で
あ
り
、
よ
き
治
療
セ
ン
タ
ー
を
継
続

で
き
る
の
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
以
外
に
な

い
、
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
、
当
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
は
数
少
く
、
能
力
も
充
分
と
は
言
え
ぬ
が
、

つ
の
使
命
感
を
も
っ
て
行
動
し
て
お
り
、
あ
の
惨
め
な
状

態
の
中
で
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
の
が
私
の
心
を
う
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
自
身
、
数
々
の
政

争
で
財
政
的
に
も
窮
し
て
お
り
、

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
病
院
側
の
態
度
に
は
ス
タ
ッ
フ
・
患

者
共
に
憤
り
を
も
っ
て
い
た
。
事
態
収
拾
に
は
、
①
ハ
ン

セ
ン
病
棟
の
フ
ル
・
タ
イ
ム
の
責
任
者
と
し
て
管
理
改
善

に
の
り
出
す
こ
と
。
②
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ

シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
期
待
さ
れ
る
役
割
を
遅
怠
な
く
実

行
し
て
そ
の
信
用
を
得
る
．こ
と
で
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い

て
は
、

J
o
c
sと
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院

と
の
契
約
内
容
の
修
正
も
含
ま
れ
る
の
で
、
な
し
崩
し
的

に
次
第
に
ハ
ン
セ
ン
病
棟
に
と
ど
ま
る
時
間
を
ふ
や
し
、

医
師
の
監
視
な
し
に
よ
い
仕
事
が
出
来
ぬ
こ
と
を
実
証
し

た
上
で
、

J
O
C
S
の
事
務
局
や
一
部
の
理
事
を
頬
わ
せ

て
契
約
の
修
正
を
し
て
貰
い
、
公
然
と
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ

ー
ク
に
う
ち
こ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
一
九
八
五
年
十
月
塩
月
総
主
事
、
伊
藤
理
事
来
訪
）

後
者
に
つ
い
て
は
、
足
の
変
形
予
防
用
の
靴
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
設
立
、
身
寄
り
の
な
い
変
形
患
者
の
世
話
、
ア

フ
ガ
ン
人
の
診
療
等
が
宿
題
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
の

で
、
よ
り
簡
単
な
問
題
か
ら
一
っ
―
つ
片
付
け
て
ゆ
く
積

り
で
い
た
。
こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
最
低

限
の
財
政
的
う
ら
づ
け
な
し
に
事
が
前
進
せ
ぬ
の
は
明
ら

•

か
で
あ
り
、
病
院
自
身
職
員
の
給
与
さ
え
満
足
に
払
え
ぬ

状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
何
と
か
そ
の
エ
面
を
も
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

J
o
c
sと
し
て
は
異
例
の
」
プ

当
病
院
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
の
立
て
な
お
し
は
で
き

タ
イ
ム
で
大
巾
な
管
理
権
限
を
も
た
な
け
れ
ば
、
と
て
も

を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
し
て
財
源
に
し
て
い
た
し

ず
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
力
を
充
分
弱
め
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と
競
争
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
み
か
け
は
や
や
汚

も
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
以
上
の
予
測
は
次
第
に
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
い
っ
た
し
、
計
画
は
一
っ
―
つ
紆
余
曲
折
を
経
て
も

レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
に
は
、
私
と
ほ
ぼ
同

時
に
独
人
医
師
の
エ
ー
デ
ル
が
着
任
し
た
。
彼
女
は
ラ
フ

な
性
格
だ
っ
た
が
実
直
で
、
親
身
に
な
っ
て
患
者
の
世
話

を
し
、
よ
く
働
い
た
。
北
西
辺
境
州
に
お
い
て
女
性
が
一

人
で
し
か
も
人
を
指
揮
す
る
立
場
で
働
く
と
い
う
の
は
大

変
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
風
習
に
し
て
、
そ
の
苦
労
は

想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
。
管
理
は
困
難
で
、
い
つ
か

精
神
的
に
疲
弊
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
去
る
の
は
時
間
の

問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・

レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
自
身
実
情
を
よ
く
把
握
で
き
ず
、

場
当
り
的
な
指
令
で
し
ば
し
ば
混
乱
を
お
こ
し
た
。

レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
に
は
、
外
科
的
処
置

の
治
療
態
勢
が
な
か
っ
た
（
で
き
な
か
っ
た
）
の
で
、
我
々

が
そ
れ
を
ひ
き
う
け
た
。
理
学
療
法
を
整
備
し
、
病
室
を

改
造
し
て
小
外
科
か
ら
や
が
て
小
さ
な
手
術
場
で
の
再
建

外
科
と
な
り
、
や
っ
か
い
な
合
併
症
で
あ
る
足
底
潰
痛
の

治
療
も
靴
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
共
に
容
易
に
な
っ
て
い

っ
た
。
我
々
は
決
し
て
レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院

く
て
も
質
の
良
い
治
療
と
和
や
か
な
雰
囲
気
を
求
め
て
患

者
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
集
ま
っ
て
き

こ。t
 

実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
費
を
組
ま
せ
る
結
果
と
な
り
、
あ
ら
ぬ
論
議

一
九
八
六
年
五
月
に
な
っ
て
、
レ
デ
ィ

ー
・
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
病
院
の
管
理
者
た
る
エ
ー
デ
ル
疾
師
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー

．
ル
を
年
内
に
去
る
こ
と
を
う
ち
あ
け
た
時
、
い
よ
い
よ
わ

れ
わ
れ
の
側
の
使
命
は
童
く
な
る
と
思
っ
た
。
エ
ー
デ
ル

医
師
な
き
あ
と
は
、
レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
の

ハ
ン
セ
ン
病
棟
は
他
科
に
吸
収
さ
れ
る
か
、
実
質
的
に
た

だ
の
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
し
か
存
在
し
な
く
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
っ
た
。
レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
の
首

脳
部
が
ハ
ン
セ
ン
病
棟
の
他
科
へ
の
合
併
を
考
え
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
、
エ
ー
デ
ル
歴
師
の
留
守
中
に
、
甚
し

き
は
エ
ア
コ
ン
が
他
科
に
持
ち
去
ら
れ
て
い
た
り
、
エ
ー

デ
ル
医
師
に
「
ア
ン
グ
レ
ー
ズ
（
英
国
人
1
1

敵
）
」
と
い
う

絡
印
を
押
し
て
ス
タ
ッ
フ
を
煽
動
し
た
り
も
し
た
。

レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
の
セ
ン
タ
ー
も
ま
た

対
立
・
闘
争
の
渦
中
に
あ
る
こ
と
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
と
北

西
辺
境
州
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
、
人
間
関
係
と
共
通
し

て
い
た
。
レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
の
管
理
者
と

シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
タ
ッ

フ
と
シ
ニ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
、
北
西
辺
境
州
に
ば
ら
ま
か
れ

た
各
診
療
所
同
志
、
患
者
と
ス
タ
ッ
フ
た
ち
、
夫
々
が
バ

ラ
バ
ラ
に
離
合
、
集
散
を
く
り
か
え
し
て
い
た
。

他
方
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
方
で
も

同
様
の
問
題
を
か
か
え
て
は
い
た
が
、
幸
い
小
規
模
で
あ

り、

J
O
C
S
ワ
ー
カ
ー
た
る
私
と
し
て
は
、
神
の
前
の

平
等
を
常
に
唱
え
、
夫
々
の
仕
事
は
私
物
化
す
る
も
の
で

は
な
く
、
患
者
と
神
に
そ
な
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強

ハ
ン
セ
ン
病
棟

レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
と
ペ

し
か
し
、
私
の
方
は
こ
の
種
の
讃
辞
が
し
ば
し
ば
政
治

し
た
。
こ
れ
に
よ
り

ー
を
わ
れ
わ
れ
の
側
で
監
視
す
る
よ
う
に
と
の
指
令
を
出

国
内
で
こ
の
よ
う
な
方
針
を
述
べ
れ
ば
変
人
扱
い
さ
れ
よ

う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ア
フ
ガ
ン
人
、
パ
タ
ー
ン
人

は
純
朴
で
あ
り
、
粉
争
が
お
き
て
も
、
少
く
と
も
そ
の
場

は
こ
れ
で
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
従
っ
て
、
私
は
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
側
で
レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
病
院
の
で
き
ぬ
点
を
補
う
べ
く
、
対
立
を
さ
け
、

そ
の
場
は
軟
弱
に
み
え
て
も
、
少
し
づ
つ
着
々
と
診
療
態

勢
を
充
実
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
八
六
年
十
月
に
は
、
小
規
模
な
が
ら
足
の
再
建
手

術
も
可
能
に
な
っ
た
。

l

九
八
六
年
十
二
月
に
は
邑
久
光

明
圏
の
グ
ル
ー
プ
の
協
力
で
兎
眼
の
再
建
手
術
と
菌
検
査

も
可
能
と
な
り
、
手
の
手
術
と
装
具
の
一
部
を
除
け
ば
、

不
完
全
な
が
ら
全
て
の
基
本
的
な
ハ
ン
セ
ン
病
の
治
療
に

必
要
な
診
療
態
勢
を
備
え
た
。

一
九
八
六
年
十
二
月
、

一
九
八
七
年
二
月
と
二
度
に
亘

っ
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
訪
れ
た
。
フ
ァ
ウ
医
師
は
、
急
に

態
度
を
変
え
、
我
々
の
ハ
ン
セ
ン
病
棟
の
充
実
を
〈
奇
跡
〉

と
絶
讃
し
、
レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
の
セ
ン
タ

一
時
的
で
は
あ
る
が
公
営
の
方
が

わ
れ
わ
れ
に
吸
収
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
内
部
で
も
病
院
側
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病
棟

へ
の
大
き
な
干
渉
は
な
く
な
っ
た
。
結
局
、
〈
ド
ク
タ
ー
・

中
村
は
御
し
難
し
。
放
置
す
る
が
得
策
〉
と
の
方
針
を
採

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

調
し
て
統
一
・
共
働
す
る
方
針
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
日
本
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ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
で
発
見
さ
れ
て
治
療
開
始
を
予
定
さ

J

の
流
れ
は
大
き
く
い
っ
て
二
つ
あ
り

―
つ
は
ア
フ

の
間
に
未
治
療
患
者
の
登
録
は
三
十
六
名
を
こ
え
た
。
フ

は
大
抵
国
境
沿
い
の
大
き
な
町
に
流
れ
て
く
る
。

年） 方
に
潜
行
・
調
査
を
敢
行
し
た
こ
と
も
あ
る
。
(
-
九
八

的
な
か
け
ひ
き
と
し
て
行
わ
れ
る
の
を
見
て
き
た
の
で
、

い
わ
れ
の
な
い
非
難
と
同
様
に
う
け
と
め
、
さ
ら
に
改
善

を
続
け
る
積
り
で
い
た
。
エ
ー
デ
ル
医
師
は
一
九
八
六
年

十
一
月
を
も
っ
て
、
レ
デ
ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
の

ハ
ン
セ
ン
病
セ
ン
タ
ー
か
ら
疲
れ
果
て
て
退
い
た
が
、
そ

甚
し
き
は
公
営
の
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
、
「
う
ち
で
は
ダ
メ
だ

か
ら
」
と
い
っ
て
患
者
を
つ
れ
て
く
る
。
身
内
に
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
又
は
そ
の
疑
い
が
発
生
し
た
場
合
は
、
殆
ど
ペ

シ
ャ
ワ

ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
相
談
に
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
大
学
の
医
学
部
の
保
健
実
習
で

も
、
常
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
学
生
を

送
り
こ
む
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
一
九
八
六
年
秋
か
ら
一
九
八
七
年
冬
に
か

け
て
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
は
多
忙
を
極

め
た
が
、
著
し
く
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・

ユ
ニ
ッ
ト
は
北
西
辺
境
州
で
は
小
さ
い
乍
ら
、
唯
一
の
実

質
を
伴
っ
た
治
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、

よ
い
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
通
じ
て
各
診
療
所
・
公
営
機
関
と
の
、

関
係
も
大
巾
に
改
善
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
末
治
療
患
者

多
数
が
、
北
西
辺
境
州
各
地
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
病
院
に
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
早
期
発
見

に
貢
献
す
る
度
合
は
無
視
で
き
ぬ
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
八
七
年
一
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
わ
ず
か
三
カ
月

一
九
八
七
年
中
に
は
百
数
十
名
を
こ
え
る
未
治
療
患
者
が

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ

ョ
ン
病
院
で
、
登
録
さ
れ
る
の

は
疑
い
な
い
。

こ
の
数
字
が
画
期
的
で
あ
る
こ
と
は
、
今
ま
で
の
新
患

登
録
が
年
間
せ
い
ぜ
い
四
十
＼
五
十
名
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
大
略
は
一
九
八
五
年
度
の
報
告
書
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
一
九
八
六
年
度
に
は
問
題
は
さ

ら
に
深
刻
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
一
年
の
変
化
を
中

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
問
題
は
、
過
去
散

発
的
に
二
、
三
の
小
さ
な
診
療
所
が
た
て
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
の
み
で
、
殆
ど
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
。
し
か
し
、
地
理
的
な
位
置
か
ら
こ
れ
は
我
々
の

避
け
て
通
れ
ぬ
問
題
で
あ
っ
た
。
カ
ラ
チ
の
マ
リ
ー
・
ア

デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
も
早
く
か
ら
関
心

を
よ
せ
、

フ
ァ
ウ
医
師
自
ら
多
発
地
帯
で
あ
る
ハ
ザ
ラ
地

W
H
O
の
報
告
で
は
(
-
九
六

0
年
）
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
は
空
白
に
な
っ
て
い
る
が
、
少
く
と
も
あ
る
地
域
で
は

イ
ン
ド
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
高
い
発
生
率
を
示
す
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
患
者
た
ち
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
で

アフガニスタンからパキスタンヘのハンセン病息者の流れ

心
に
今
一
度
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
。

の
後
の
公
営
セ
ン
タ
ー
の
凋
落
は
甚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

トラル

••もウル

●イスラマパードレ

ー
り

午
次•

I 

ー

一
、
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ア
フ
ガ
ン
人
問
題

は
東
部
方
面
の
患
者
の
流
れ
の
終
着
駅
で
あ
る
。
ペ
シ
ャ

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
至
る
も
の
で
、
と
く
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

れ
て
い
る
患
者
を
入
れ
る
ど
そ
の
数
は
五
十
名
と
な
る
。

ガ
ニ
ス
タ
ン
南
部
か
ら
バ
ル
チ
ス
タ
ン
の
ク
エ
ッ
タ
に
下

り
、
さ
ら
に
カ
ラ
チ
に
流
れ
て
く
る
も
の
。
も
う
―
つ
は
、

東
部
方
面
か
ら
チ
ト
ラ
ル
、
デ
ィ
ー
ル
、
バ
ジ
ョ
ウ
ル
、

ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
よ
う
な
余
り
大
き
い
と
は

言
え
ぬ
病
院
で
さ
え
、
約
三
分
の
一
が
ア
フ
ガ
ン
人
で
あ

り
、
難
民
流
入
に
伴
っ
て
そ
の
占
め
る
割
合
は
増
加
し
、

一
九
八
六
年
の
新
登
録
患
者
の

43
％
を
占
め
た
。
入
院
患

者
も
、
在
院
日
数
を
考
慮
す
れ
ば
常
に
約
50
％
以
上
の
ア
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Jヽ

ン

り
乱
れ
て
ま
さ
に
モ
ザ
イ
ク
を
成
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
は
出
身
部
族
か
ら

フ
ガ
ン
人
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
病
院
は
か
つ
て
の
名
を
ア
フ
ガ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院

．

と
い
い
、
ア
フ
ガ
ン
人
た
ち
の
間
に
も
あ
る
程
度
知
ら
れ

て
い
た
の
で
、
か
な
り
の
患
者
た
ち
は
当
病
院
に
集
ま
り
、

直
接
そ
の
治
療
下
に
入
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

一
方
、
カ
ラ
チ
の
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ

ー
・
セ
ン
タ
ー
の
方
で
は
当
然
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
南

部
へ
下
る
患
者
を
把
握
し
て
い
た
の
で
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・

と
や
や
事
情
が
異
っ
て
い
た
。

族
に
患
者
が
多
い
と
主
張
し
、
パ
タ
ー
ン
部
族
の
多
い
北

西
辺
境
州
を
余
り
重
視
し
な
か
っ
た
。
我
々
は
部
族
よ
り

も
、
む
し
ろ
地
理
的
な
条
件
を
、
北
西
辺
境
州
出
身
の
患

者
の
分
布
か
ら
重
視
し
て
い
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
人
口
約
千
六
百
万
人
の
約
半
分

八
百
万
人
前
後
が
多
数
民
族
の
パ
タ
ー
ン
人
で
、
そ
の
他

は
極
め
て
複
雑
な
民
族
構
成
を
じ
て
い
る
。
主
た
る
も
の

で
北
部
の
ウ
ズ
ベ
ク
、
タ
ジ
ク
、
モ
ン
ゴ
ル
系
の
ハ
ザ
ラ
、

ト
ル
コ
系
の
ト
ル
ク
マ
ン
、
イ
ラ
ン
系
の
バ
ル
チ
等
で
、

群
小
の
部
族
を
入
れ
る
と
二
十
を
越
え
る
。
こ
れ
ら
は
入

の
民
族
分
布
を
複
雑
極
ま
る
も
の
に
し
て
い
る
が
、

セ
ン
病
の
発
生
す
る
区
域
は
決
し
て
特
定
の
部
族
に
集
中

し
て
い
な
い
。

話
が
や
や
微
に
入
る
が
、
組
織
だ
っ
た
調
介
の
不
可
能

な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
問
題
を
、
パ
キ
ス

ハ
ザ
ラ

ハ
ン
セ
ン
病
と
わ
か

タ
ン
側
か
ら
考
え
る
場
合
、
次
の
点
を
考
慇
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。

で
あ
る
。
①
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
中
央
部

・
南
部
の
人
口
は
南
下
し
て
バ
ル
チ
ス
タ
ン

↓
カ
ラ
チ
と
交
流
が
深
い
し
、
北
東
部
は
当
然
北
西
辺
境

州
各
地
↓
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
と
関
係
が
深
い
。
難
民
流
入
の

傾
向
と
．同
様
で
あ
る
。
西
部
の
患
者
は
イ
ラ
ン
側
に
ゆ
く

傾
向
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
②
は
、
共
同

体
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
態
度
、
医
療
関
係
者
の
知
識

で
発
見
率
、
治
療
の
あ
り
方
が
異
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、

ン
病
に
対
し
て
人
々
の
反
応
は
敏
感
で
、
変
形
の
著
し
い

患
者
は
ひ
ど
い
と
り
扱
い
を
う
け
る
が
、
同
時
に
早
期
発

見
も
あ
る
点
で
は
容
易
で
あ
る
。
反
対
に
パ
タ
ー
ン
部
族

の
一
部
で
は
変
形
が
お
き
て
も
人
々
は
無
関
心
で
、
醜
い

迫
害
も
な
い
代
り
に
発
見
も
困
難
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

あ
る
パ
タ
ー
ン
部
族
の
地
域
で
は
、

る
と
こ
れ
を
殺
し
、
親
族
か
ら
抹
殺
す
る
の
で
「
ジ
ュ
ザ

ー
ム
「
ペ
ル
シ
ャ
語
で
ハ
ン
セ
ン
病
」
）
と
い
う
言
葉
す
ら

忌
み
嫌
わ
れ
る
所
も
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
地
域
で
は
ジ
ュ

ザ
ー
ム
は
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
こ
れ
に
か
か
れ
ば
人
肉
を

喰
う
よ
う
に
な
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
の
と
こ
ろ

は
誰
も
そ
の
症
状
を
知
ら
ず
、
患
者
は
沢
山
居
る
、
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。

② ① 
の
あ
り
方
。

ハ
ザ
ラ
族
の
場
合
、

一
般
に
ハ
ン
セ

各
々
の
地
域
に
お
け
る

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
関
心

ア
フ
ガ
ン
側
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
の
人
の
流
れ
。

マレー・アデレード・レプロシー・センター

カラチの主張する‘‘多発地帯“
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ま
た
、
当
然
医
療
関
係
者
に
ハ
ン
セ
ン
病
の
知
識
が
充

分
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
“
発
生
数
“
は
高
く
な
っ
て
く
る
。

極
端
な
例
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
新

患
者
中
、
約
30
％
が
同

一
の
医
師
（
皮
フ
科
）
の
紹
介
に

よ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
要
因
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
〈

O
O

人
種
に
ハ
ン
セ
ン
病
が
多
い
〉
と
い
う
判
断
は
早
計
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
カ
ラ
チ
で
と
り
扱
う
ア
フ
ガ

ン
人
患
者
の
み
を
み
て
い
る
と
中
央
部
の
ハ
ザ
ラ
族
の
み

に
や
た
ら
に
患
者
が
多
い
と
い
う
錯
覚
を
う
け
る
が
、
実

は
そ
う
で
は
な
い
。
イ
ラ
ン
側
、
バ
ル
チ
ス
タ
ン
側
、
北

西
辺
境
州
側
と
総
合
的
に
み
て
結
論
を
下
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
少
く
と
も
我
々
の
考
え
で
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
扱
う
患
者
の
情
報
と
マ
リ
ー
・
ア
デ

レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
意
見
を
総
合
す
る

と
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
多
発
地
帯
は
、
完
全
に
ヒ
ン
ズ
ー
ク

ジ
ュ
山
脈
の
山
岳
地
帯
と
一
致
す
る
。
パ
タ
ー
ン
人
の
間

に
は
少
い
と
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
が
主
に
平
野
部
を
占
め

て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
高
地
に
居
住
す
る
パ
タ
ー
ン
部

族
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
が
多
発
す
る
。

こ
の
こ
と
に
私
が
こ
だ
わ
り
続
け
て
き
た
の
は
、
決
し

て
議
論
を
挑
む
た
め
で
は
な
い
。
実
際
的
な
活
動
で
、
例

え
ば
北
西
辺
境
州
二
百
五
十
万
人
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
キ

ャ
ン
プ
で
ど
こ
ど
こ
に
標
的
を
お
く
か
、
難
民
医
療
機
関

に
働
き
か
け
る
際
に
ど
う
協
力
を
と
り
つ
け
る
か
で
、
直

接
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ン
人
患
者
の
二
重
の
苦
難

一
般
に
ア
フ
ガ
ン
人
患
者
は
、
こ
の
病
気
に
よ
る
重
荷

と
同
時
に
難
民
と
し
て
の
重
荷
を
も
背
負
っ
て
い
る
。
一

九
八
六
年
か
ら

一
九
八
七
年
春
に
か
け
て
、
多
数
の
テ
ロ

事
件
が
発
生
し
、
全
て
が
難
民
の
せ
い
に
さ
れ
、
許
可
な

し
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
バ
ザ
ー
ル
を
歩
き
回
る
こ
と
さ
え

困
難
に
な
っ
た
。

一
九
八
七
年
二
月
に
は
大
き
な
爆
破
事

件
を
き
っ
か
け
に
〈
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
市
民
〉
が
難
民
キ
ャ

ン
プ
を
襲
い
、
既
に
武
装
し
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
は
機
関
銃

で
応
戦
、
市
街
戦
の
様
相
さ
え
呈
し
た
。
患
者
は
各
キ
ャ

ン
プ
か
ら
我
々
の
病
院
に
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、
”
治
療
証
“

さ
え
発
行
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
治
療
脱
落
患
者
が
増

え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

我
々
の
病
棟
で
も
ア
フ
ガ
ン
人
と
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
間

に
冷
た
い
空
気
が
流
れ
て
い
た
。
地
元
の
キ
リ
ス
ト
教
勢

で
あ
る
病
院
当
局
も
ま
た
、
こ
の
圧
倒
的
な
ム
ス
リ
ム
社

会
の
中
で
生
き
の
び
る
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
か
か
げ
て
、
〈
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
パ
キ
ス
タ
ン
国

民
〉
の
位
置
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、

ア
フ
ガ
ン
人
患
者
へ
の
風
あ
た
り
は
強
か
っ
た
。

一
九
八
六
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
私
が
研
修
の
た
め
に

日
本
へ
帰
っ
て
い
る
間
に
、
一
―
―
名
の
ア
フ
ガ
ン
人
患
者
が

〈
不
法
人
院
〉
で
退
院
さ
せ
ら
れ
た
。
理
由
は
、
退
屈
し

の
ぎ
に
バ
ザ
ー
ル
を
う
ろ
つ
い
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
「
散

歩
で
き
る
ほ
ど
健
康
な
者
に
入
院
の
必
要
な
し
」
と
い
う

無
理
無
体
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
こ
の
退
院
患
者

の
う
ち
二
名
が
死
亡
、
一
人
は
消
化
性
消
塔
に
よ
る
吐
血
、

私
と
し
て
は
、
こ
れ
以
外
に
解
決
策
な
し
と
み
て

一
人
は
虫
垂
炎
と
し
て
手
術
を
う
け
、
術
後
死
亡
し
て
い

た
。
手
術
を
う
け
た
患
者
は
、
公
営
病
院
で
若
い
医
者
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
使
わ
れ
た
と
い
う
噂
が
広
ま
り
、
私
が

九
月
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
帰
っ
た
時
は
、
殺
気
だ
っ
た
空

気
が
流
れ
て
い
た
。
柄
に
も
な
く
、
「
復
讐
す
べ
か
ら
ず
」

と
い
う
言
葉
を
こ
の
時
ほ
ど
熱
を
こ
め
て
人
に
説
い
た
事

は
な
い
。
復
讐
は
北
西
辺
境
州
と
ア
フ
ガ
ン
人
社
会
の
中

で
は
当
然
の
慣
習
法
で
あ
っ
た
か
ら
、
心
な
い
病
院
当
局

の
し
う
ち
に
対
し
て
院
内
で
殺
傷
事
件
が
発
生
し
て
も
、

誰
も
怪
し
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
氷
山
の

一
角
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
す

で
に
前
々
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
私
の
結
論
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
①
患
者
の
生
活
に
対

す
る
不
安
を
と
り
除
く
こ
と
な
し
に
、
管
理
ば
か
り
を
強

行
す
る
の
で
は
解
決
に
な
ら
ぬ
こ
と
、
②
こ
の
問
題
の
抜

本
的
な
解
決
を
は
か
る
た
め
に
、
特
別
に
ア
フ
ガ
ン
人
の

手
に
よ
る
別
動
隊
を
組
織
し
、
難
民
救
済
各
機
関
に
働
き

か
け
、
そ
の
福
祉
機
能
を
フ
ル
に
利
用
、
早
期
発
見
・
継

続
治
療
の
努
力
も
あ
わ
せ
て
行
わ
せ
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。

九
八
六
年
四
月
頃
か
ら
具
体
的
な
立
案
に
と
り
か
か
っ
て

い
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

と
も
か
く
、
こ
の
ア
フ
ガ
ン
人
患
者
の
問
題
を
ぬ
き
に

北
西
辺
境
州
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
は
な
り
た
た
な
い

し
、
同
時
に
手
の
つ
け
に
く
い
難
問
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、

女
性
患
者
の
発
見
率
が
低
い
こ
と
、
治
療
継
続
の
難
し
い

こ
と
は
、
北
西
辺
境
州
以
上
の
も
の
が
あ
る
。
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基
礎
作
り

を
大
目
標
に
掲
げ
、
次
期
に
備
え
て
一
応
の
基
礎
固
め
を

す
る
計
画
で
い
た
。

ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
決
し
て
何
ら
か
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
展
望
が
あ
る
訳
で
も
な
く
、
ま
た
財
政
的
に

何
の
援
助
も
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
海
外
派
遺

の
場
合
、
主
と
し
て
政
府
又
は
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
系
の

民
間
団
体
が
一
っ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
豊
富
な
財
源
で
組

み
、
ワ
ー
カ
ー
の
み
を
依
頼
に
応
え
て
日
本
側
か
ら
送
り

出
す
と
い
う
の
が

J
o
c
sを
初
め
、
日
本
の
民
間
医
療

協
力
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
派
遺
ワ
ー
カ
ー
が
自
分
の

裁
量
で
立
案
し
、
契
約
相
手
た
る
病
院
の
承
諾
を
有
無
を

い
わ
さ
ず
に
と
り
、
あ
る
程
度
の
財
政
負
担
が
肩
代
り
す

る
と
い
う
こ
と
は
余
り
な
か
っ
た
。

し
か
も
時
代
の
流
行
と
し
て
、
〈
保
健
教
育
を
中
心
に
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
〉
と
い
う
考
え
が
、
時
に
は
行
き
す
ぎ
た
固

定
観
念
と
し
て
欧
米
の
援
助
団
体
に
も
し
み
つ
い
た
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。
金
の
か
か
る
割
に
、
恩
恵
を
う
け
る
患
者

織

一
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
は

ペ
シ

③
ア
フ
ガ
ン
人
患
者
の
た
め
の
診
療
グ
ル
ー
プ
の
組

② ① 

足
の
治
療
を
中
心
と
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
外
科
の

一
九
八
六
年
度
は
、

変
形
予
防
用
靴
ワ
ー
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
の
充
実

III

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

病
院
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
の
改
善

（
一
九
八
六
年
度
）

診察を行う中村哲医師

”
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ト
“
で
待
た
さ
れ
て
い
る
間

数
の
少
な
い
〗
病
院
中
心
主
義
」
と
し
て
、

棟
の
改
善
が
初
め
の
う
ち
は
余
り
評
価
を
う
け
ぬ
こ
と
も

あ
っ
た
。
病
院
中
心
主
義
を
脱
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー

ク
に
重
点
を
置
き
、
早
期
発
見
・
治
療
を
す
る
と
い
う
の

は
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
で
も
疑
い
な
く
正
論
で
あ
る
が
、

事
は
そ
う
教
科
書
的
に
は
進
ま
な
い
。
カ
ラ
チ
で
訓
練
を

う
け
て
、
北
西
辺
境
州
各
地
に
配
備
さ
れ
た
診
療
員
・
フ

ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
カ
ー
た
ち
自
身
が
、
「
み
つ
け
た
後
は
、

ど
う
始
末
す
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
不
安
を
示
し
て
い

た
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

と
ぐ
に
、
北
西
辺
境
州
で
は
変
形
患
者
が
多
か
っ
た
か

ら
、
こ
の
問
題
に
深
刻
で
あ
っ
た
。
簡
単
な
垂
足
手
術
や

兎
眼
の
手
術
さ
え
カ
ラ
チ
に
送
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
長
い
間

ハ
ン
セ
ン
病

に
と
り
か
え
し
の
つ
か
ぬ
障
害
の
進
行
を
み
る
者
も
希
で

は
な
か
っ
た
。
良
い
治
療
セ
ン
タ
ー
の
存
在
は
、
患
者
や

診
療
員
に
安
心
感
を
与
え
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
送
り
さ
え

す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
。
」
と
思
え
る
だ
け
で
躊
躇
な
く
患

者
に
保
証
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
五
カ
年

計
画
は
こ
の
点
に
つ
い
て
充
分
考
慮
し
て
い
た
と
は
言
え

な
い
。ま

た
北
西
辺
境
州
の
実
情
か
ら
、
た
と
い
各
地
に
投
薬

所
を
設
け
て
も
、
診
療
員
が
ぶ
味
方
」
で
な
い
場
合
は
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
サ
ブ
・
セ
ン

．
タ
ー
に
ゆ
く
こ
と
自
体
が
偏
見
に
つ
な
が
っ
た
り
、
サ
ブ
・

セ
ン
タ
ー
よ
り
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
方
が
交
通
の
便
が
よ

い
、
と
い
う
事
態
も
場
所
に
よ
っ
て
は
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
ハ
ン

セ
ン
病
棟
を
良
い
治
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
改
造
す
る
こ
と

は
、
北
西
辺
境
州
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
身

に
益
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
確
信
を
も
っ
て
い
た
。
加
え

て
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
各
医
療
機
関
か
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病

院
に
送
ら
れ
、
．
当
病
院
で
診
断
さ
れ
て
各
サ
ブ
・
セ
ン
‘
夕

ー
に
送
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
非
常
に
多
く
、
こ
れ
と
て
．も
良

い
治
療
サ
ー
ビ
ス
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
治
療
セ
ン
タ

ー
の
充
実
は
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
と
共
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
、
靴
ワ
ー
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
（
予
防
用
サ
ン
ダ
ル
エ
房
）

一
九
八
五
年
度
の
報
告
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ハ
ン
セ
ン

病
の
合
併
症
中
最
大
の
も
の
で
あ
る
足
底
潰
瘍
（
う
ら
き
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っ
て
い
た
。

患者用サンダル

も
の
し
い
ふ
れ
こ
み
と
そ
の
実
態
を
苦
々
し
く
み
て
き
た

―
つ
の
驚
き
で
あ
っ
た
に

っ
て
は
、
粗
悪
な
ホ
ー
ケ
ミ
ン
・
サ
ン
ダ
ル
に
ラ
バ
ー
ス

ず
）
の
対
策
は
重
要
で
あ
っ
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
病
院
で
、

一
九
八
五
年
ま
で
の
入
院
理
由
の
約
半

分
以
上
が
こ
れ
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
診
療
の
上
で
も
、

財
政
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
予
防
が
最
も

蛍
要
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
誰
も

が
手
を
つ
け
た
が
ら
ぬ
地
味
な
仕
事
で
も
あ
っ
た
。

長
い
間
懸
案
で
あ
っ
た
こ
の
仕
事
は
、
福
岡
の
溝
口
匹

師
の
好
意
と
、
そ
の
他
の
無
数
の
人
々
の
善
意
・
協
力
の

結
晶
と
し
て
、

一
九
八
六
年
四
月
十
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し

'
た
。
（
オ
ー
プ
ン
に
至
る
ま
で
の
努
力
は
前
年
の
報
告
書
を

参
照
さ
れ
た
い
。
）
し
か
し
、
私
は
当
分
は
相
当
の
試
行
錯

誤
を
覚
悟
し
て
い
た
。
品
質
、
機
能
の
み
で
な
く
、
土
地

の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と
も
重

要
で
、
ニ
ー
ズ
を
み
て
満
足
で
き
る
生
産
体
制
を
確
立
す

る
ま
で
に
は
年
余
を
要
す
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
と
共

に
、
こ
の
仕
事
を
純
粋
に
人
々
の
好
意
と
し
て
生
か
す
こ

と
が
大
切
で
、
決
し
て
病
院
の
金
づ
る
に
す
る
ま
い
と
思

ワ
ー
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
は
案
ず
る
通
り
、
無
用
の
悪
評
が

ど
こ
か
ら
か
ま
き
ち
ら
さ
れ
、
九
月
に
研
修
を
終
え
て
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
帰
任
し
た
際
は
、
ほ
ぽ
浪
滅
状
態
だ
っ
た
。

依
頼
し
て
い
た
靴
職
人
が
利
潤
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
粗
悪

な
も
の
を
作
っ
た
上
に
多
く
の
道
具
や
材
料
を
も
ち
に
げ

し
て
、
助
手
を
し
て
い
た
患
者
た
ち
が
細
々
と
み
よ
う
み

ま
ね
で
靴
を
作
っ
て
い
た
。

こ
う
い
う
事
態
は
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
、
素
材
の
購

入
か
ら
生
産
及
び
販
売
ま
で
を
直
轄
管
理
と
し
、
患
者
た

一
九
八
六
年
十
二
月
頃
ま
で
に
は

ち
自
身
で
作
る
よ
う
に
指
導
し
た
。
数
名
の
器
用
な
患
者

に
技
術
を
覚
え
さ
せ
、
交
代
で
出
稼
ぎ
に
こ
さ
せ
れ
ば
、

患
者
も
う
る
お
う
し
、
我
々
と
し
て
も
商
売
ぬ
き
に
管
理

が
容
易
に
な
る
。
素
材
も
多
少
生
産
コ
ス
ト
が
あ
が
っ
て

も
良
質
の
皮
を
用
い
、
消
耗
期
間
を
長
く
す
れ
ば
結
局
安

く
つ
く
。
配
布
体
制
は
カ
ラ
チ
の
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・

・

レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
と
提
携
し
て
各
サ
ブ
・
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
注
文
制
に
し
た
。

品
質
は
向
上
し
、

各
方
面
か
ら
よ
い
評
判
を
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
産
コ

ス
ト
は
一
足
約
六
十
＼
八
十
ル
ピ
ー
（
五
百
円
＼
七
百
円
）

で
、
患
者
に
は
二
十
＼
三
十
ル
ピ
ー
（
百
八
十
円
＼
二
百

七
十
円
）
で
販
売
、
こ
れ
を
靴
を
作
る
患
者
に
労
賃
と
し

て
与
え
る
、
と
い
う
し
く
み
で
あ
る
。
従
っ
て
年
間
の
生

産
を
五
百
＼
六
百
足
と
み
て
実
費
の
材
料
費
の
み
を
我
々

が
買
い
与
え
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
・
シ
ョ
ッ

プ
の
独
立
採
算
制
も
試
み
た
が
、
仕
事
が
煩
雑
に
な
る
し
、

準
備
す
る
の
に
結
局
多
額
の
「
投
資
」
を
要
し
、
か
つ
ビ

ジ
ネ
ス
と
金
が
行
き
か
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
仕
事
そ
の
も

の
が
初
志
を
忘
れ
て
変
質
す
る
。
そ
れ
よ
り
も
〈
日
本
の

募
金
者
が

一
人
五
百
円
を
出
せ
ば
、
北
西
辺
境
州
の
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
一
人
の
足
が
数
年
間
守
ら
れ
る
〉
と
い
う
直

接
の
援
助
を
手
配
す
る
方
が
心
が
こ
も
っ
て
お
り
、
後
く

さ
れ
も
な
い
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、

シ
ョ
ッ
プ
は
完
全
に
た
て
な
お
さ
れ
た
。
五
カ
月
間
に
二

百
数
十
足
が
作
ら
れ
て
各
地
に
ば
ら
ま
か
れ
た
。
マ
リ
ー
・

ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
も
我
々
の
生
産

品
に
注
目
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
カ

ラ
チ
か
ら
注
文
が
殺
倒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
産
能
力

は
一
日
三
足
で
、
百
足
の
注
文
に
は
一
カ
月
で
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
カ
ラ
チ
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
に
と

ポ
ン
ヂ
を
の
せ
た
だ
け
の
も
の
を
七
十
五
ル
ピ
ー
（
七
百

円
）
で
販
売
し
て
い
た
か
ら
、

ち
が
い
な
い
。
こ
れ
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
は
彼
ら
の
信
頼

を
得
る
―
つ
の
手
が
か
り
を
得
た
の
で
あ
る
。

管
理
ゆ
る
め
ば
ま
た
崩
れ
、
七
転
び
八
起
き
で
進
ん
で

ゆ
く
で
あ
ろ
う
が
、
も
は
や
楽
観
的
な
見
通
し
を
、
長
期

的
に
は
持
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
多
く
は
山
岳
地
帯
に
居

住
し
て
、
感
覚
障
害
の
足
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
の
患
者

の
こ
と
を
考
え
れ
ば
〈
善
意
の
五
百
円
〉
は
計
り
知
れ
ぬ

恩
恵
に
な
る
の
は
確
実
と
い
え
よ
う
。
海
外
援
助
の
も
の

一
九
八
六
年
十
二
月
ま
で
に
は
ワ
ー
ク
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手術室の完成により、ハンセン病センターとしての完成をみた。邑

久光明園の小原医師一行とともに手術を行う中村医師。停電の中で

の手術である

我
々
に
は
、
こ
れ
は
大
変
愉
快
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
、
再
建
外
科
の
発
足

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
来
る
患
者
を
み
て
い
る
と
、
先
の
う

ら
き
ず
と
並
ん
で
、
神
経
麻
痺
に
よ
る
手
足
の
変
形
が
非

常
に
多
い
。
数
年
に
一
度
、
専
門
の
整
形
外
科
医
が
訪
れ

て
、
散
発
的
に
手
術
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
需
要
を
満
た

し
き
れ
ず
、
カ
ラ
チ
の
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ

人
員
不
足
と
知
識
不
足
で
、
器
具
の
選
定
か
ら
消
毒
ま
で
、

自
分
で
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
手
術
は
一
週
間
に
一

＼
二
名
す
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
他
の
様
々
な
重
要
な

仕
事
も
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
大
変
な
負
担
と
な
っ
た
。

手
術
例
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
が
、

た
か
ら

ス
タ
ッ
フ
の

シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
に
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

カ
ラ
チ
の
方
で
も
常
勤
の
外
科
医
が
一
人
で
、
応
援
を
頼

ん
で
、
こ
な
し
て
い
た
か
ら
と
て
も
間
に
合
う
も
の
で
は

な
い
。
北
西
辺
境
州
で
、
こ
の
よ
う
な
治
療
が
で
き
る
セ

ン
タ
ー
が
な
い
こ
と
自
体
が
無
理
な
話
で
あ
っ
た
。

一
九
八
五
年
度
に
さ
さ
や
か
な
小
外
科
の
処
骰
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
が
、
よ
り
大
き
な
手
術
、
と
く
に
垂
足
、

鵞
足
変
形
、
顔
面
神
経
麻
痺
に
よ
る
兎
眼
の
手
術
は
非
常

に
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
市
内
に
こ
れ
ら

の
再
建
外
科
が
可
能
な
病
院
は
な
か
っ
た
し
、
上
に
述
べ

た
カ
ラ
チ
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
側
の
能
力
も
あ
っ

一
九
八
六
年
度
の
目
標
に
か
か
げ
た
。

そ
こ
で
、
六
月
か
ら
八
月
ま
で

J
O
C
S
の
手
配
で
韓

国
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
に
手
術
の

習
得
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
九
月
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
帰
任

と
同
時
に
、
予
算
約
四
十
万
円
を
費
し
て
、
ミ
ニ
・
手
術

場
を
整
備
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
ハ
ン
セ
ン
病
棟
独
自

に
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
内
に

外
科
手
術
場
は
あ
っ
た
が
、
再
三
交
渉
し
て
も
ラ
チ
が
あ

か
ず
、
消
毒
面
で
も
不
安
が
あ
っ
た
の
で
、
結
局
病
室
を

改
造
し
て
、
手
術
場
に
し
た
て
た
。
病
院
側
で
も
そ
の
方

が
良
か
っ
た
ら
し
い
。
）

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
行
え
る
よ
う
に
な

こ
れ
に
よ
っ
て
各
方
面
へ
影
響
が
出
た
。
ス
タ
ッ
フ
ヘ
の

負
担
も
増
し
た
し
、
術
後
患
者
を
収
容
す
る
た
め
に
在
院

日
数
が
長
く
な
り
、
ベ
ッ
ド
数
も
不
足
し
て
き
た
。

八
七
年
一
月
に
は
室
内
に
入
れ
ず
ベ
ラ
ン
ダ
に
多
数
の
患

者
が
寝
る
状
態
で
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。
入
院
数
の

増
加
と
共
に
病
棟
内
は
不
潔
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
一
九

八
七
年
二
月
に
十
六
床
を
病
院
に
増
設
さ
せ
た
。
こ
れ
は

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で

約
五
十
ー
六
十
床
は
収
容
可
能
と
な
っ
た
が
、
古
い
病
棟

の
天
井
が
お
ち
た
り
し
て
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き
た
。

‘
一
九
八
六
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
一
九
八
七
年
一
月

六
日
ま
で
、
邑
久
光
明
園
（
国
立
ハ
ン
セ
ン
療
養
所
）
か

ら
、
応
援
の
チ
ー
ム
が
来
て
、
兎
眼
の
手
術
、
菌
検
査
も

っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
規
模
の
病
院
と
し
て
は
相
応
の
、

一
応
の
診
療
の
下
地
が
で
き
あ
が
っ
た
。
一
九
八
六
年
度

末
に
は
、
充
分
と
は
決
し
て
言
え
ぬ
が
、
次
期
へ
む
け
て

離
陸
を
完
了
し
た
と
い
え
る
と
思
う
。
病
院
側
も
、

レ
デ

ィ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
病
院
も
、
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
グ

ル
ー
プ
も
さ
さ
い
な
意
地
悪
が
で
き
る
だ
け
で
沈
黙
し
た
。

何
よ
り
も
患
者
自
身
が
自
分
の
家
の
よ
う
に
こ
の
小
さ
な

病
棟
を
愛
し
、
頼
り
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
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私
と
し
て
は
、
こ
の
複
雑
な
対
立
関
係
の
中
で
問
題
を

セ
ン
タ
ー
の
”
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
支
部
“
と
し
、
私
は
単
に

ラ
チ
）
の
側
で
も
、
フ
ァ
ウ
医
師
自
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
中
央
部
で
、
一
九
八
二
年
戦
乱
の
中
で
調
査
を
敢
行
し
、

翌
年
小
さ
な
診
療
施
設
を
設
け
た
。
そ
の
後
、
マ
リ
ー
・

ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
側
で
は
、
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
を
ア
フ
ガ
ン
患
者
診
療
の

基
地
に
す
る
こ
と
を
直
接
、
間
接
に
促
し
て
き
た
。

し
か
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
は
こ

の
問
題
に
巻
き
こ
ま
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
か
つ
、
外
国

人
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
（
宣
教
師
）
た
ち
も
事
あ
る
ご
と
に

関
心
を
示
し
て
お
り
、
敵
対
関
係
に
あ
る
両
者
が
共
働
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
、
事
態
は
複
雑
に
な
っ
て
い
た
。
外

国
人
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
は
主
に
難
民
救
済
機

関
に
も
ぐ
り
こ
み
、
ま
る
で
地
下
活
動
の
よ
う
に
宣
教
活

動
を
し
て
い
た
。
異
教
徒
に
は
厳
し
い
こ
の
土
地
で
、
こ

の
よ
う
な
活
動
は
し
ば
し
ば
非
常
識
で
あ
り
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
私
は
地
元
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
成
る
ペ
シ
ギ

ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
を
支
持
し
て
い
た
。

． 
アフガン・レブロシー・サービスとともに難民キャンプで検診を行な

う。左手前がアフガン人の医師である

ピ
ス
）

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
や
外
国
人
ミ
ッ
シ
ョ

心
と
す
る
病
院
・
医
療
関
係
者
が
こ
こ
ろ
よ
く
レ
プ
ロ
シ

”
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ア
フ
ガ
ン
問
題
“

に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
、
こ
の
問
題
の
解
決
な

し
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
、
ひ
い
て

は
北
西
辺
境
州
全
体
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
は
完
成
し

な
い
。

解
決
す
る
に
は
、
ア
フ
ガ
ン
人
の
手
に
よ
る
診
療
グ
ル
ー

プ
の
組
織
化
以
外
に
な
い
と
判
断
し
、
一
九
八
六
年
四
月

か
ら
実
質
的
な
準
備
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

「
ア
フ
ガ
ン
人
の
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
」
の
組
織
化

は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
、
宣
教
団
体
の

干
渉
を
排
除
し
て
、

い
わ
ば
「
自
治
区
」
と
し
て
自
由
に

活
動
で
き
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ぬ
き
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
助
っ
人
で
き
て
く
れ
て
い
た

か
ら
、
彼
を
説
い
て
カ
ラ
チ
の
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・

レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
に
訓
練
に
送
り
こ
ん
で
い
た
。

次
に
は
財
政
的
な
う
ら
ず
け
と
「
素
性
の
正
し
さ
」
で

あ
る
。
こ
れ
が
頭
痛
の
種
で
あ
っ
た
が
、
オ
フ
ィ
ス
程
度

の
も
の
で
あ
れ
ば
、
病
院
と
異
っ
て
巨
額
の
維
持
費
は
不

マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ

用
で
あ
り
、

ン
タ
ー
を
説
得
し
て
、
そ
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
支
部
と
し
て

発
足
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
は
、
福
岡
を
中

ー
・
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
援
助
を
買
っ
て
出
て
く
れ
た
こ

と
が
大
変
な
力
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
私
と
し
て
は
、

ン
団
体
に
気
兼
せ
ず
事
を
運
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
も

か
く
、
最
初
か
ら
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
を
何
か
の
宣
伝

に
使
っ
た
り
、
金
づ
る
に
す
る
こ
と
か
ら
絶
縁
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

オ
フ
ィ
ス
の
発
足
（
ア
フ
ガ
ン
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー

一
九
八
六
年
九
月
に
、
カ
ラ
チ
に
何
度
も
足
を
運
ん
で

交
渉
を
重
ね
、
契
約
を
速
や
か
に
行
い
、

一
九
八
七
年
四

月
を
期
し
て
正
式
に
発
足
す
る
よ
う
準
備
に
着
手
し
た
。

こ
の
チ
ー
ム
は
、
全
て
ア
フ
ガ
ン
人
に
よ
っ
て
編
成
さ

れ
、
正
式
に
は
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・

マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
（
カ

N

ア
フ
ガ
ン
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ

ー
ビ
ス
の
発
足

ー
の
風
格
を
備
え
た
献
身
的
な
ア
フ
ガ
ン
人
医
師
が
報
酬

先
ず
は
良
き
人
材
を
得
る
こ
と
だ
っ
た
。
幸
い
リ
ー
ダ
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チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
医
師

一
名
、
レ
プ
ロ
シ
ー
・
テ
ク
ニ

シ
ャ
ン

一
名
、
看
褻
婦
一
名
、
運
転
手

一
名
、
門
番

一
名

の
編
成
で
、
主
要
任
務
を
、
①
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を

・め
る
こ
と
。
②
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
保
健
教
育
活
動

を
難
民
医
療
機
関
に
対
し
て
行
う
こ
と
。
③
各
難
民
救
済

機
関
と
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
、
ア
フ
ガ
ン
人
患
者
の
福
祉

実
際
に
は
、
こ
れ
は
私
を
介
し
て
わ
れ
わ
れ
の
病
棟
と

連
動
し
、
重
要
な
「
分
身
」
と
し
て
活
動
し
始
め
た
。
準

備
は
速
や
か
で
あ
り
、
女
性
の
ワ
ー
カ
ー
以
外
は
、

わ
け
で
あ
る
。

一
九

八
六
年
十
二
月
ま
で
に
基
本
的
な
態
勢
を
完
了
し
た
。
．

一
九
八
六
年
十
一
月
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ワ
ー
ク
の

準
備
も
整
い
、
十
二
月
に
は
最
初
の
試
み
が
行
わ
れ
、

九
八
七
年
一
月
に
は
標
的
で
あ
る
西
部
辺
境
の
難
民
キ
ャ

ン
プ
の
調
査
も
本
格
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
方
で
は
、

ア
フ
ガ
ン
人
患
者
の
う
け
い
れ
態
葬
の
充
実
の
た
め
に
も
、

身
パ
キ
ス
タ
ン
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
が
北
西
辺
境
州
を
除

い
て
一
応
の
見
透
し
が
つ
い
て
き
た
段
階
で
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
大
き
な
関
心
を
よ
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

好
意
的
に
こ
の
活
動
を
支
持
し
て
く
れ
た
の
は
、
彼
ら
自

〈
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
〉
の
ア
イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
な
く

全
て
の
下
心
あ
る
医
療
活
動
を
排
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の

マ
リ
ー

・
ア
デ
レ
ー
ド

・
レ
プ
ロ
シ
ー

・
セ

ン
タ
ー
が

こ
れ
と
併
行
し
て
病
棟
の
改
善
を
少
し
づ
つ
行
っ
て
い
た

増
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
を
中
心
に
行
っ
て
早
期
発
見
・
治
療
に
努

ア
ド
パ
イ
ザ
ー
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
と
の
衝
突

欧
米
の
宣
教
グ
ル
ー
プ
は
、
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
地
元

の
実
情
を
無
視
し
て
「
伝
道
活
動
」
を
行
い
、
ひ
ん
し
ゅ

く
を
か
っ
て
い
た
。
彼
ら
の

一
部
は
内
乱
前
に
は
言
わ
ば

ア
フ
ガ
ン
合
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
呼
べ
る
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

ン
病
院
の
ハ
ン
セ
ン
病
棟
で
仕
事
を
し
て
い
た
シ
ス
タ
ー

も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

（
イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、
日
本
人
の
間
で
は
余
り
、

そ
の
実
情
を
肌
で
ふ
れ
た
者
は
少
い
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン

・
パ
キ
ス
タ
ン
共
に
、
イ
ス
ラ
ム
を
除
い
て
人
々
を
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
教
は
キ
リ
ス
ト
教
と
同

じ
く
強
力
な

7

伝
道
宗
教
」
で
あ
り
、
し
か
も
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
お
い
て
は
、
九
十
九
・九
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、

そ
れ
も
最
も
戦
闘
的
な
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
あ
る
。
カ
ー
プ

ル
の
よ
う
な
大
都
会
に
住
む
者
は
別
と
し
て
、
殆
ん
ど
の

ア
フ
ガ
ン
人
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
以
外
の
も
の
を
カ
ー
フ
ィ

ル
（
異
教
徒
）
と
呼
び
、
異
物
扱
い
に
す
る
。
イ
ス
ラ
ム

教
徒
が
異
教
に
改
宗
す
る
の
は
も
っ
て
の
他
で
あ
っ
て
、

異
教
徒
に
な
る
も
の
に
は
厳
し
い
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
。

本
人
は
も
ち
ろ
ん
惨
殺
さ
れ
る
が
、
親
族
一
同
ま
で
村
八

分
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ン
の
内
乱
に
お
い
て
、

ソ
連
軍
へ
の
抵
抗
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て
い
る
の
も

こ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
抹
消
す
れ
ば

一
九
八
四
年
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

・
ミ
ッ
シ
ョ

で
、
難
民
流
入
と
共
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
移
っ
て
来
た
も

の
で
あ
る
。

カ
ー
ブ
ル
で
様
々
の
社
会
事
業
に
従
事
し
て
い
た
者
た
ち

な
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
人
々
に
と
っ
て
人
間
共
通
の
法

で
あ
り
、
教
え
で
あ
り
、
社
会
体
制
そ
の
も
の
で
あ
る
。
）

こ
の
よ
う
な
中
で
、
熱
狂
的
な
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
団
体

の
活
動
は
、
た
と
い
悪
意
は
な
く
と
も
、
協
力
が
干
渉
に
、

好
意
が
妨
害
に
な
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
ひ
と
た
び
異
教

の
宣
教
師
と
い
う
絡
印
を
押
さ
れ
れ
ば
、
キ
ャ
ン
プ
内
の

活
動
が
困
難
に
な
る
ば
か
り
か
、
命
の
心
配
さ
え
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
我
々
と
し
て
は
充
分
距
離
を
置
か
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

し
て
は
財
政
の
相
当
な
部
分
を
こ
の
欧
米
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

団
体
に
仰
い
で
い
た
か
ら
、
衝
突
を
さ
け
た
が
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
先
の
ド
イ
ツ
人
シ
ス
タ
ー
も
こ
の
”
ア
フ
ガ
ン

・

レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
”
の
一
員
と
し
て
の
り
こ
み
、

混
乱
の
要
因
と
な
っ
た
。

こ
の
シ
ス
タ
ー
の
背
後
に
は
欧
米
の
宣
教
団
体
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
実
で
、
彼
ら
の
意
図
は
レ
プ
ロ
シ
ー

・
ワ
ー

ク
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
を
宣
教
活
動
の

基
地
と
す
る
こ
と
に
あ
り
、
医
療
そ
の
も
の
に
は
な
い
よ

う
に
さ
え
思
え
た
。

私
や
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
の
意
図
は
、
表
面
的
な
キ

リ
ス
ト
教
色
を
拭
い
去
り
、
金
に
し
ろ
、
宣
教
に
し
ろ
、

マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー
ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー

・
セ
ン
タ
ー
と



(19) ペシャ ワー ル 会 報 昭和 62年7月 1日

し
た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
論
者
は
宣
教
団
体
を
憎
ん
で
い
た

上
に
、
わ
れ
わ
れ
の
オ
フ
ィ
ス
が
悪
い
こ
と
に
、
か
つ
て

彼
ら
の
ゲ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。
我
々
は
彼
等
の
活

動
に
恐
怖
心
さ
え
抱
い
て
い
た
。

シ
ス
タ
ー
は
、
実
際
の
仕
事
の
前
進
に
は
大
き
な
興
味

は
な
い
ら
し
く
、
オ
フ
ィ
ス
内
を
聖
書
の
聖
句
の
ポ
ス
タ

ー
で
飾
り
た
て
、
聖
句
入
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
組

織
か
ら
組
織
を
渡
り
歩
い
て
無
用
か
つ
有
害
な
宣
伝
を
し

て
回
っ
て
い
た
。
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
）
で

あ
る
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
は
面
白
か
ろ
う
筈
が
な
か
っ

私
の
方
で
は
、
「
東
の
雄
た
る
日
本
L

の
先
鋒
と
し
て
ア

フ
ガ
ン
人
・
パ
キ
ス
タ
ン
人
か
ら
、
ま
た
一
人
の
キ
リ
ス

ト
教
徒
と
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
体
か
ら
、

二
重
の
期
待
を

ト
ル
を
決
定
す
る
上
で
重
要
な
試
練
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
北
西
辺
境
州
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
土
地
柄
を
無
視

し
て
自
分
の
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
冒
険
心
を
満
足
さ
せ
た
り
、

レ
プ
ロ
シ
ー
・
ワ
ー
ク
を
「
商
い
の
家
L

と
す
る
あ
ら
ゆ

る
傾
向
に
対
し
て
は
決
然
た
る
意
志
表
示
を
す
る
こ
と
に

し
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
宣
教
団
体
と
決
別
す
る
意
志

を
固
め
た
。

そ
こ
で
、
地
元
の
ア
フ
ガ
ン
人
・
パ
キ
ス
タ
ン
人
が
言

い
た
く
て
も
言
え
ぬ
こ
と
を
平
然
と
代
弁
し
て
反
応
を
待

ち
、
か
た
わ
ら
衝
突
に
よ
り
無
用
な
被
害
を
こ
う
む
ら
ぬ

よ
う
準
備
し
た
。
対
決
は
意
外
に
早
い
時
期
に
や
っ
て
き

も
た
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
こ
と
は
将
来
の
働
き
の
ベ
ク

こ。t
 

一
九
八
六
年
十
二
月
に
マ
リ
ー
・
ア
デ
レ
ー

た
。
対
決
は
さ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

で
、
シ
ス
タ
ー
を
め
ぐ
っ
て
オ
フ
ィ
ス
は
初
め
か
ら
紛
糾

ハ
ン
セ
ン
病
の
知
識
の
普
及
の
た
め
に
作
ら
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
改
作
し
て
、
聖
句
入
り
の
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

見
れ
ば
眉
を
ひ
そ
め
る
よ
う
な
、
ペ
ル
シ
ャ
語
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
大
最
に
ば
ら
ま
い
た
の
で
あ
る
。
一
部
か
ら
苦

情
が
で
た
の
で
慌
て
て
回
収
し
、
印
刷
さ
れ
た
五
千
部
の

中
で
四
千
八
百
部
を
ロ
ッ
カ
ー
の
中
に
収
め
た
が
、
二
百

部
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
非
常
識
の
一
語
に
つ
き
た
。
彼

ら
は
宣
教
の
対
象
と
し
や
す
い
半
ば
西
欧
化
し
た
ア
フ
ガ

，
ン
人
の
有
産
階
級
に
近
づ
き
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
サ
ロ
ン

で
無
駄
話
を
す
る
の
に
は
さ
し
つ
か
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
多
発
す
る
一
般
の
人
々
の
中
に
入

っ
て
ゆ
く
我
々
と
し
て
は
危
険
極
ま
り
な
い
こ
と
で
あ
っ

そ
こ
で
、

ド
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
フ
ァ
ウ
医
師
が
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
来
る
の
を
待
て
判
断
を
仰
ぎ
、
例
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
つ
み
あ
げ
て
焼
却
し
た
。
こ
れ
は
か
な
り
の
影
轡

を
残
し
た
。
私
は
宣
教
師
グ
ル
ー
プ
の
一
部
か
ら
は
〈
異

教
徒
〉
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
し
、
チ
ー
ム
・
リ
ー
ダ
ー
の

ア
フ
ガ
ン
人
医
師
も
ド
ク
タ
ー
・
中
村
を
そ
そ
の
か
し
た

悪
者
と
し
て
陰
口
を
た
た
か
れ
た
。

し
か
し
、
陰
口
や
小
さ
な
妨
害
の
み
で
、
大
き
な
干
渉

は
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
と
し
て
大
方
の
外
国
宣
教
団

体
は
「
尊
敬
す
れ
ど
深
入
り
せ
ず
。
」
と
の
態
度
を
と
る
よ

こ。t
 シ

ス
タ
ー
の
方
で
大
き
な
問
題
を
お
こ
し
た
。
元
来

＞
 

D

こ゚

欠
っ

t

一
九
八
六
年
度
を
ふ
り
か
え
り

J

の
ア
フ
ガ
ン
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

う
に
な
っ
た
。
私
は
〈
親
切
に
下
心
あ
る
べ
か
ら
ず
〉
と

し
て
、
ム
ス
リ
ム
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
も
同
様
に
扱
い
、
親

切
を
何
か
の
道
具
に
用
い
る
傾
向
に
対
し
て
は
決
然
た
る

態
度
を
以
っ
て
臨
ん
だ
。

と
も
か
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
政
府
機
関
と
の
関
係
も
良

く
な
り
、
あ
ら
ぬ
疑
い
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ

た
。
パ
キ
ス
タ
ン
側
と
し
て
も
、
＇
た
て
ま
え
の
上
で
「
イ

ス
ラ
ム
共
和
国
L

を
た
て
ね
ば
な
ら
ず
、
宣
教
団
体
の
動

き
に
警
戒
を
ゆ
る
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
っ
た
し
、

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
も
自
由
に
出
入
り
が
許
さ
れ
る
よ
う
に

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、
キ
ャ

ン
プ
の
人
々
と
そ
の
暮
し
を
間
近
か
に
、
下
か
ら
見
る
機

会
を
得
た
。
国
連
や
民
間
の
各
援
助
団
体
の
宣
伝
・
公
表

と
は
余
り
に
か
け
離
れ
た
難
民
の
苦
悩
を
身
近
に
し
た
。

も
は
や
、
組
織
同
志
の
対
立
や
小
さ
な
病
院
と
の
い
ざ

こ
ざ
等
は
ど
う
で
も
よ
い
さ
さ
い
な
問
題
だ
っ
た
。
実
態

を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
実
の
な
い
各
組
織
の
宣
伝
や
、
紙
の

上
の
業
績
の
誇
示
が
空
し
い
も
の
に
思
わ
れ
た
。
最
大
の

難
関
は
、
こ
の
土
地
の
人
々
そ
の
も
の
と
そ
の
苦
難
で
あ

る
こ
と
を
、
こ
の
ア
フ
ガ
ン
人
の
た
め
の
活
動
を
通
じ
て

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
実
情
を
伝
え
る
の
は
、
他
の
発
展
途

上
の
国
々
と
同
様
に
難
し
い
。
戦
争
・
難
民
・
貧
困
と
富
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の
格
差
、
宗
教
対
立
、
政
治
の
不
安
定
、
等
々
、
ア
ジ
ア

の
国
々
の
か
か
え
る
全
て
の
悩
み
が
こ
こ
に
集
中
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

つ
き
ま
と
っ
た
。

A

海
外
医
療
協
力
〉
な
ど
と
い
う
ふ
れ
こ
み
と
は
ほ
ど

遠
く
、
深
入
り
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
空
し
さ
と
無
力
感
が

ハ
ン
セ
ン
病
の
仕
事
に
し
て
も
、
当
の

住
民
か
ら
み
れ
ば
；
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
し
の
で
あ
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
で
死
ぬ
こ
と
は
な
い
し
、
国
が
滅
亡
す
る
こ

と
も
な
い
。
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
「
外
国
人
が
ど
や

ど
や
と
や
っ
て
き
て
華
々
し
い
慈
善
の
シ
ョ
ー
を
し
て
ひ

き
あ
げ
て
ゆ
く
」
と
映
っ
て
も
仕
方
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
：
…
•
と
言
え
る
の
が
あ
れ
ば
何
な
の
で

あ
ろ
う
。
パ
キ
ス
タ
ン
人
と
ア
フ
ガ
ン
人
と
が
対
立
し
て

殺
気
だ
ち
、
病
院
と
患
者
と
が
対
立
し
、
ス
タ
ッ
フ
同
志

が
い
が
み
あ
い
、
患
者
同
志
が
嫉
み
あ
う
。
金
と
力
と
が

わ
が
も
の
顔
に
横
行
す
る
こ
の
極
端
な
社
会
の
中
で
、
わ

れ
わ
れ
の
使
命
は
単
に
小
さ
な
、
何
か
の
明
り
を
守
り
続

け
る
こ
と
以
上
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
身
を
以
っ
て
感
じ

た
。
し
か
し
、
こ
の
何
か
の
明
り
こ
そ
、
日
本
で
も
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
で
も
同
様
に
人
の
心
を
暖
く
す
る
共
通
の
も
の

で
あ
っ
た
、
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

我
々
の
仕
事
は
、
い
わ
ば
砂
漠
の
中
に
小
さ
な
オ
ア
シ

ス
を
築
く
こ
と
以
上
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
、
私
は
何
度

も
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
説
い
て
き
た
。
世
界
は
砂
漠
で
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
の
仕
事
の
中
に
は
、
全
ゆ
る
国
境
や
人
権
、

風
土
や
思
想
の
垣
根
を
つ
き
や
ぶ
り
、
高
頁
さ
も
醜
く
さ

も
む
き
だ
し
に
し
た
、
生
身
の
人
間
の
或
る
も
の
に
触
れ

口
ご
も
り
な
が
ら
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
か
に
小
さ
く

と
も
人
間
の
あ
る
深
い
と
こ
ろ
に
達
し
て
い
る
。

私
が
家
族
を
ま
き
こ
み
、
多
く
の
人
々
を
わ
ず
ら
わ
せ
、

こ
の
三
年
間
の
間
に
何
か
を
学
ん
だ
と
す
れ
ば
、
人
間
は

そ
れ
自
身
の
チ
ャ
チ
な
思
想
や
観
念
を
超
え
た
な
に
も
の

か
で
あ
り
、
神
以
外
に
恐
れ
る
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う

こ
と
だ
け
で
あ
る
。

〈
貧
し
い
者
に
仕
え
る
〉
と
か
〈
ア
ジ
ア
の
人
々
に
学

ぶ
〉
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
さ
え
、
こ
の
圧
倒
的
な
困
難
の

前
で
は
う
つ
ろ
に
ひ
び
く
。
真
理
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
絶
叫

に
よ
っ
て
は
語
り
得
な
い
。
た
く
み
な
論
理
や
断
定
的
に

述
べ
ら
れ
る
真
実
と
い
う
も
の
を
私
は
殆
ん
ど
信
ず
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
真
実
は
、
不
透
明
さ
を
残
し
て

〈
共
に
生
き
る
〉
と
い
う
標
語
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ

は
な
か
な
か
難
し
い
。
私
は
任
期
を
通
じ
て
一
人
の
日
本

人
で
あ
る
姿
勢
を
崩
せ
な
か
っ
た
し
、
そ
の
積
り
も
な
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
逆
に
何
か
を
教
え
て
や
ろ
う
と
い
う

気
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
土
地
の
風
土
に
従
い
、
自

分
を
要
め
に
し
て
、
協
力
す
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
々
を
つ

な
ぐ
一
人
の
小
ボ
ス
と
し
て
ふ
る
ま
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
が
、
事
が
ま
と
ま
る
も
の
な
ら
そ
れ
で
も
よ
い
と
思
っ

し

た
。
日
本
国
内
で
、
い
か
に
わ
れ
わ
れ
が
思
考
を
こ
ら
し
、

最
善
と
思
え
る
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
も
、
所
栓
思
考
は
思

考
に
す
ぎ
な
い
。
人
々
が
前
近
代
的
な
忠
誠
心
を
以
っ
て

私
に
無
私
の
気
持
で
協
力
す
る
こ
と
で
事
が
運
ぶ
な
ら
、

そ
れ
も
ま
た
、
こ
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
適
っ
た
や
り
方
で

中

村

哲

あ
ろ
う
。
私
が
消
え
れ
ば
、
こ
の
仕
事
も
ま
た
消
え
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
過
去
数
千
年
間
こ
こ
で
く
り
か

え
さ
れ
て
き
た
歴
史
で
あ
り
、
こ
の
風
土
な
の
で
あ
る
。

や
が
て
は
全
て
が
漠
々
た
る
砂
漠
の
塵
と
な
っ
て
消
え

て
ゆ
く
と
い
う
確
実
な
実
感
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
ソ
連
軍

の
機
影
も
ム
ジ
ャ
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
ラ
イ
フ
ル
も
、
戦
争
も
、

わ
れ
わ
れ
の
聖
戦
（
ジ
ハ
ド
）
た
る
レ
プ
ロ
シ
ー
・
ヮ

．ー

ク
も
、
患
者
の
苦
悩
や
喜
び
も
、
や
が
て
は
過
ぎ
去
っ
て

ゆ
く
小
さ
な
人
間
の
嘉
動
に
し
か
す
ぎ
ぬ
。

し
か
し
、
地
表
を
う
ご
め
く

一
人
の
人
と
し
て
自
分
に

割
当
て
ら
れ
た
任
務
は
、
く
り
か
え
す
が
、
人
の
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ
大
切
な
何
も
の
か
を
灯
し
続
け
る
こ
と
だ
と
思

っ
た
。
そ
う
し
て
、
分
を
超
え
て
跳
梁
す
る
人
間
の
思
い

あ
が
り
ー
金
や
力
ヘ
の
妄
執
、
名
利
の
追
求
、
他
人
へ
の

無
関
心
や
優
越
感
等
に
対
し
て
せ
め
て
一
矢
を
報
い
た
か

っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
募
金
の
大
小
を
問
わ
ず
、
そ
の

単
純
か
つ
純
粋
な
人
々
の
好
意
が
目
の
前
で
生
か
さ
れ
て

ゆ
く
の
は
小
気
味
が
よ
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

我
々
の
で
き
る
こ
と
は
余
り
に
小
さ
い
。
し
か
し
、
大

切
な
こ
と
は
、
凡
ゆ
る
人
々
の
中
に
潜
ん
で
い
る
良
心
を

糾
合
し
、
こ
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
地
道
に
仕
事
を
続
け

る
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
る
。
私
は
単
に
そ
の
仲
介
で
一
役

買
っ
た
と
言
う
こ
と
に
す
ぎ
ま
い
。
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ペシャワール会1986年度事業報告

1. はじめに

1986年度は中村先生の JOCSパキスタンプロジェクト第一期 3年間の最終年でありました。年一年と、中

村先生の働きが若実にかの地に根づき、実績が積み菫なるに従って、日本国内でも先生の活動に対する評価

が高まってきました。それに伴って、歩みを共にしてきたペシャワー）レ会に対しても、各方面から熱心なご

支援をいただけるようになりました。とりわけ、この間変わらぬご協力を下ださった多くの会員の皆様に感

謝いたします。また、 JOCSワーカーの支援会としてはかなり毛色が異なった私共の会を、忍耐強く見守って

下さった JOCS本部に対しても感謝いたします。

2. 活動内容

①中村先生の活動に必要な資金の援助や物品の寄

贈。

②中村先生の慟きをできるだけ多くの人達に伝え

るため、いろいろな試みを行った。

③帰国中の講演会のアレンジ、さらに、国内各地

からの中村先生の活動に対する様々な申しいでに対

する仲介。＂

④毎週水曜日の夕方、福岡 YMCS天神本館での、

領収否や礼状の発送、会計業務、名簿整理などの事

務処理。

⑤会報10、11、12号の発行。

⑥ガレージセー）レヘ参加して、活動究金の獲得 と

会のアピールを行った。

⑦映画と講演の会を開催。

3. 1986年度決算

収入 （単位 ：円）
1. 会費・一般寄付（個人691件） 3.510,413 
2. 団体指定寄付 (48件） 2,792,124 
3. 事業費（ガレージセーJレ他） 435,716 
4. 利息収入 55,786 

（小計） 6,794,039 
5.前年度繰越金 1.460, 108 

合 計 8,254,147 
支出

1. 中村医師への援助 5,685,080 
①現地活動費 4,263,430 
②帰国旅費 1,000,000 
③通信費 196,875 
④国内活動突 224,775 

2. 事業費（会報発行送付） 579,740 
3.事祁桜（借館料、通僭費等） 705,475 

合 計 6,970,295 
残（次年度へ繰越） 1,283,852 

• I 4 •ジープの寄贈

昨年度から続けていた「ジープ募金」で、 三菱パ

ジェロを購入し、パキスタンに送りました。皆様の

御協力に感謝いたします。ただ、募金の目標額が500

万円でしたが、実際に集まったのは170万円（当時）

でした。そこで、三菱自動車に直訴したところ、早

辿承諾をいただき、また三菱商事がパキスタンヘの

I£の輸送を引き受けて下さいました。ジープはすで

にカラチに着いていますが、現在、関税の問題で交

渉が行われていますので、中村先生の手元に届くま

でも う少し時間がかかりそうです。

ジープ募金決算報告 (1987年 5月31日）

収入 （単位：円）

寄付総額 2,109,515 
利子 18,015 

計 2,127,530
支出

三菱パジェロ
保守管理費用
手数料

残金計

（残金はレプシー
引き継ぎます）

1,700,000 
400,000 

870 

2,100,870 
26,660 

エデュケーション・ファンドに

5. おわりに

現在約300名の会員が継続して会費を納入して下さっています。新規会員を得る努力はもちろん大事ですが、

熱心な会員が一人でも多く増えることが期待されます。今後とも長期にわたるご支援をお願いいたします。

また、会の運営について、ご意見やご批判などがありましたら、お聞かせ下さい。'

．
 

●
,
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!. 五哲医師を囲んで/] ，， 

｝ ペシャワール会1987年度総会 ！ 
し ペシャワールで活動している中村医師が、 6月下旬、一時帰国しました。中村医師は今年で第一期 (3 ' 

年）の始動期間を終え、第二期の新たな躍進の時に入ります。

？ 今回はその中村医師の王g地での活動内容（靴ワークショップの経過、アフガン難民を対象とじた活動 i 
[ の発足、外科部門の充実化など）の報告、およびペシャワール会の会計報告を行います•0 1 

今までとは形を変え、中村医師との自由な意見交換ができる場を設けますので、皆様、是非ご出席頂 と

i きま すよ うご案内申し上げます。

i [，；7:［口1ス。3ニ―」召和通□呈~l~, I 
i王：T；］：i:：三レ2:しのはロル[O口力1

： （西ス:〗［口鱈鳳 ！ 
i,—III1~III ~•Iff9~•9IIII~IIいこここ．iu,9•こ1/～991二'"~[,、一9999I"J

な
り
ま
す
よ
う
に
、
切
に
お
祈
り
し
ま
す
。

っ
と
こ
の
会
に
有
用
な
一
人
に
な
ら
な
く
て
は
と

寄
付
に
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
様
の
声

＊
買
い
物
を
し
た
ら
二
千
円
し
か
財
布
に
残
ら
な
か

っ
た
。
万
頭
を
買
う
つ
も
り
で
い
た
け
れ
ど
…
…

＊
中
村
先
生
の
帰
朝
報
告
を
聴
く
時
「
人
類
皆
兄
弟
」

は
「
真
実
に
非
ず
」
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
の
言

葉
に
接
す
る
度
に
、
今
年
も
私
は
生
か
さ
れ
た
の
だ

な
と
思
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も

決
心
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

巡
回
車
名
は
、
現
地
語
で
“
希
望
“
に
”

~

＊
事
務
局
の
方
々
も
良

い
ク
リ
ス
マ
ス
が
迎
え
ら
れ

ま
す
よ
う
に
I
．
中
村
先
生
へ
自
動
車
が
ク
リ
ス
マ

．

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
れ
ば
、
よ
り
意
義
深
い
も
の
に

思
わ
れ
ま
す
。

＊
お
会
い

し
た
事
の
な

い
中
村
先
生
で
す
が
、
神
の

御
心
を
恵
み
に
よ
り
御
仕
事
が
実
り
多
い
も
の
と

＊
わ
ず
か
で
す
が
小
さ
い
教
会
ゆ
え
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
会
の
御
発
展
を
切
に
お
祈
り
し
ま
す
。

（
郵
便
振
込
用
紙
メ
ッ
セ
ー
ジ
欄
よ
り
抜
粋
）
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熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
も
発
足
し
て
一
年
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
幅
広
い
方
々
が
参

加
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

さ
て
最
近
の
会
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

5
月
2
日
出

1
9
:
3
0
¥
2
1
:
0
0

白
川
教
会

森
氷
博
文
氏
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
様
子
を
聞
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
彼
は
41
ヶ
国
を
単
車
で
周
っ
た
だ

け
で
な
く
、
ア
マ
ゾ
ン
を
筏
で
下
っ
た
り
、
サ
ハ
ラ
砂

淡
を
一
人
で
横
断
し
た
り
、
鶯
く
べ
き
冒
険
の
経
験
者

で
す
。
そ
の
彼
が
見
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
印
象
は
と
て

も
興
味
の
あ
る
場
所
と
の
こ
と
で
し
た
。

6
月
13
日
国

1
9
:
0
0
S
2
1
:
0
0

白
川
教
会

こ
の
日
は
中
村
先
生
の

l

九
八
六
年
度
報
告
を
読
ん

だ
感
想
を
話
し
会
い
ま
し
た
。
先
生
は
何
を
我
々
に
伝

え
様
と
し
て
お
ら
れ
る
の
か
等
、
深
く
話
し
合
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
1
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 

一
次
回
予
定
7
月
16
日
困
中
村
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
一

ご
3
.
0
0
1
王
梁
幼
稚
園
母
の
会
と
白
川
教
会
婦
人
会

~

~
の
合
同
講
液
会

ご
2
:
0
0
1
2
1
:
0
0
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
例
会

i

；
場
所
熊
本
白
川
教
会

~

熊
本
市
九
品
寺
2

ー

2
~

'`99
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
、
し

熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
案
内

ド
と
お
話
。

シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在
し
て
」
と
題
し
て
ス
ラ
イ

学
中
の
マ
チ
ア
ス
さ
ん
も
．
．
．
、
田
村
炭
子
氏
の
「
マ
レ
ー

ル
で
医
療
活
動
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
中
村
先
生
を
お
招

き
す
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
活
動
を
始
め
ら
れ
て

3
年、

第
一
期
目
の
活
動
の
し
め
く
く
り
と
の
考
え
を
も
っ
て
、

一
時
帰
国
さ
れ
る
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
を

こ
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

1
0
:
0
0
¥
1
2
:
0
0
 

●
前
回
報
告

3
月

23
日

雨
の
中
17
名
の
出
席
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
九
工
大
に
留

（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
か
ら
）
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
発

足
か
ら
御
支
援
い
た
だ
い
て
お
世
話
に
な
っ
た
、
北
九
州

ア
ジ
ア
を
考
え
る
会
代
表
の
西
沢
さ
ん
が
北
九
州
を
離
れ

ら
れ
た
た
め
、
新
代
表
の
、
加
藤
恵
美
子
さ
ん
と
六
月
で

交
替
さ
れ
ま
し
た
。

湯
所
東
八
幡
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

八
幡
東
区
荒
生
田

2
|
1
|
4
0

内

容

第

4
回
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
医
療
活
動
報
告

日
時

7
月
1
4
日
図

逃
す
こ
と
な
く
、
ど
う
ぞ
お
友
達
を
お
誘
い
に
な
っ
て
お

J

の
た
び
、

7
月
の
例
会
に
昨
年
同
様
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

北
九
州
ア
ジ
ア
を
考
え
る
会

←八幡

TEL  471-3248 

←熊本駅

ガソリ

スタ

TEL 63-4313 

（産業道路） 九品寺交差点

健
軍
↓
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＝可l

九
八
四
年
以
降
に
ご
寄
付
の
方
』

今
年
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ヘ
の
入
力
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

も
し
名
前
の
も
れ
て
い
た
方
は
、
事
務
局
の
方
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

石

川

潜

子

岩

井

健

次

大

塚

薫

嘉

悦

利

技

石

崎

恵

美

子

岩

尾

和

子

＋

紺

腐

竿

・

加

唐

敬

子

石

田

晴

美

岩

崎

洋

子

大

坪

正

敏

角

田

千

登

世

石

田

正

岩

下

靖

子

大

西

咲

子

角

田

耀

男

石

橋

幸

子

岩

下

拓

二

大

野

キ

ヨ

掛

上

武

二

石

橋

京

子

岩

下

ヨ

シ

エ

大

野

宏

子

柏

木

秋

子

石

橋

博

岩

田

和

子

大

野

淳

介

鍛

冶

田

秀

子

石

橋

千

鶴

子

岩

松

裕

子

大

庭

章

梶

原

泰

治

石

橋

静

香

大

場

信

保

梶

原

操

石

松

義

弘

闘

g

古

喝

雌

子

梶

原

収

功

石

元

重

行

上

田

和

子

大

曲

セ

イ

ゴ

ウ

片

岡

さ

つ

き

伊

豆

呑

代

子

植

田

英

彦

大

森

泰

夫

片

山

良

江

泉

六

郎

植

松

忍

大

山

忠

義

片

山

由

美

子

磯

野

史

子

上

村

洋

子

大

山

豊

勝

山

良

三

磯

村

義

宜

上

山

陸

三

大

幸

敬

和

加

藤

昭

・

恵

美

子

板

谷

勉

鵜

崎

方

子

岡

多

恵

子

加

藤

喜

代

子

市

川

恭

介

内

田

秀

子

岡

崎

春

海

加

藤

登

喜

枝

ご

渭

穂

積

内

田

健

五

岡

崎

初

代

加

藤

正

則

内

田

光

弘

岡

島

洋

一

金

丸

弘

子

市
原
勇
毅

市

原

重

夫

内

村

英

幸

岡

島

裕

子

金

氏

義

憲

市

村

昭

三

梅

末

正

裕

岡

田

英

俊

金

子

一

子

＃

奎

出

最

浦

正

子

岡

部

勉

金

子

繁

義

井

手

俊

子

浦

志

淳

雄

岡

村

照

子

金

関

毅

井
手
隆
可
浦
田
美
穂

•

岡
本
久
子
金
田
澄
子

伊

醸

清

子

浦

野

紀

美

子

岡

本

恭

子

金

光

正

閉

伊

藤

半

迂

占

部

幸

憲

岡

本

博

美

鹿

野

孝

子

伊

東

晃

瓜

牛

意

子

緒

方

真

理

子

加

浮

木

章

伊

藤

佐

和

子

江

頭

好

子

績

方

囁

子

釜

瀬

か

お

る

伊

藤

亀

子

江

頭

千

鶴

子

小

川

直

人

上

鶴

幸

子

糸

永

ト

シ

子

枝

光

泉

小

川

清

萱

野

通

子

闘

”

雌

正

炉

砂

情

”

闘

m謬

稲

又

元

子

遠

藤

溝

喜

子

小

河

宏

之

川

添

勇

犬

養

光

博

大

石

ハ

ル

沖

浪

信

子

川

田

久

世

琶

伊

が

誌

罪

屯

翻

ぁ

咋

翡

琶

井

上

彰

誠

大

浦

ト

シ

エ

興

村

志

津

江

河

野

豊

喜

・

好

子

井

上

イ

マ

子

太

江

田

正

幸

小

田

菊

枝

河

野

正

井

上

義

己

大

川

や

す

生

越

智

咲

子

河

原

ヨ

シ

コ

井

原

道

継

大

神

な

な

子

落

石

み

ど

り

河

村

賢

吾

伊

原

幹

治

大

久

保

慶

子

小

叡

磁

ヰ

・

菊

池

毅

＃
繭
i

道

子

大

幸

敬

和

小

野

里

恵

菊

村

柳

子

今

田

偕

子

大

沢

千

鶴

子

小

野

里

恵

洋

本

正

一

今

任

準

一

大

住

保

子

斧

田

藤

一

岸

本

和

世

今

林

ト

ク

子

太

田

寛

子

於

保

清

登

喜

多

薫

伊

与

田

末

子

太

田

信

吉

・

智

恵

子

表

満

寿

江

北

島

富

二

入

江

よ

ね

子

大

田

卓

生

折

尾

学

北

島

弘

子

入

江

吉

罵

大

竹

重

信

折

田

洋

子

北

村

優

枝

入

口

文

夫

大

谷

節

子

甲

斐

秀

昭

・

悦

江

吉

瀕

国

子

．岩

井

童

代

大

塚

輝

雄

貝

厭

信

明

木

下

喜

作

木
村
ノ
プ

木
山
み
ゆ
き

清
原
革
甜
”

清
原
正
人

吉
良
田
光

祠
節

金

長

寿

釘
丸
吝
信

日
下
部
泰
子

日
下
部
裕
子

日
下
部
利
花

草
刈
悦
子

草

智

可

子

草
場
義
昭

草
場
タ
ツ

編
根
富
子

国
武
闘
莉

久
原
洋
子

久
保
泰
子

久
保
玲
子

熊
手
照
代

熊
ギ
サ
タ

久
米
只
彦

栗
原
澄
子

栗
本
高
幸
・
祥
子

黒
岩
三
紀
子

黒

岩

達

鍬

好

美

古
池
大
作

小
出
と
し
え

河
野
愴
子

古
賃
ゆ
か
り

古
賀
秀
子

古
閑
康
博

古
賀
清
子

古
賀
和
彦

古

賃

信

溢

古
賀
久
男

古
賀
秀
嗣

古
賀
野
久
江

小
島
邦
子

小

島

均

戸
島
真
理
子

小
嶋
京
子

児

島

寛

小
杉
邦
夫

児
玉
な
み
枝

児
玉
幸
子

小
西
平
太
郎

小
濱
フ
サ

小
林
省

1

ニ

小
林
孝
行
洋
子

小
林
恒
喜

小
林
一
枝

小
松
於
阿
佐

小
松
愛
子

雀
男

菰
田
正
郎

小
山
番
・
カ
ズ

昆

啓

之

合
田
和
志
恵

後＇
後
藤
久
美
子

権

藤

陰

斎
田
徳
明

斉

藤

雅

才
蘊
竿
澄
子

斉
藤
て
る
彦

佐
伯
富
美
子

洒
丑
浩
二

伍
五
年
賀
子

坂
井
恵
津
子

坂
井
泰
子

坂
口
静
一

坂
口
浩
・
洋
子

坂
口
孝
行

坂

西

信

坂
本
一
恵

坂
本
＊
舅

坂
本
英
雄

折
玉
裕
一
郎
・
政
代

佐
川
シ
ゲ
子

崎
田
忠
良

鷺
山
和
幸

桜
川
町
代

笞
迂
逍
子

佐
々
木
尚
子

笹
原
知
子

笹
山
逸
子

佐
田
真
知
子

佐

竹

幸

佐

藤

馘

佐
藤
久
枝

佐

藤

稔

佐

藤

巽

佐
藤
耕
造

佐
藤
サ
ト
ノ

佐
藤
雄
二

佐
藤
富
美
子

佐
藤
正
一

佐
藤
ま
り
子

佐
蒙
貴
美
子

佐
藤
英
子

佐
藤
正
二

佐
藤
美
代
子

さ
ね
藤
隼
人

実
渕
和
子

餃
島
レ
イ
子

猿
渡
美
津
子

猿
渡
桂
子
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杉巾恨

杉
山
太
一

薄

重

隆

進

桂

子

鈴
木
常
夫

須

ミ

ノ

ル

角

克

子

住
吉
庄
子

否
.
Y
.
 S

L
O
T
I
 

閲

宗

雄

閲
永
恵
淳
子

瀬
戸
静
枝

瀬
尽
兎
二

妹
尾
孵
香

仙
波
千
鶴
子

副
島
茂

副
島
志
郎

副
島
節
子

外
村
直
之

園
田
米
美

高

尾

尭

高

木

喬

高
木
洋
子

高
木
康
敦

高
城
タ
メ
ヨ

高
木
和
男

高
倉
弘
子

高
島
義
一

嚢

正

信

高
田
里
恵
子

高
田
藤
九
郎

高
津
一
枝

高
橋
久
徴

高
橋
和
子

高
橋
保
彦

高
晶
ハ
ス
子

高
原
修
三

高
原
ゆ
か
り

高
松
勇
雄

高
松
岩
三

高
松
ア
サ
子

高
見
和
宏

高
山
栄
治

高
山
正
雄
・
紀
美
子

田
上
容
正

田
久
保
龍
三

詐

寿

美

子

竹
下
英
俊

竹
末
速
人

竹
田
義
行

武
田
康
男

武
田
寿
美
子

武
智
つ
ま

竹
原
真
埋

武艤一
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武

谷

カ

田
坂
健
二

田

臭

蔵

田
代
照
子

田
代
賢
治

田
代
栄
二

立
石
吉
弘

立
石
貞
子

田

中

担

田
中
正
子

田
中
美
彦

田
中
道
子

田
中
和
子

田
中
佐
代
子

田
中
和
生

田
中
初
代

田
中
紀
子

田
中
ヌ
イ

田
仲
君
子

田
中
深
雪

田
中
耕
一

田
名
部
順
三

田
辺
げ
ん

谷

伍

平

谷
山
時
代

田

原

孝

弄

史

太

郎

田
村
恵
美
子

田
村
由
徳

多
良
浩
一
郎

近
沢
敬
一

祈
玉
圭
子

千
鳥
義
太
郎i
 

千
代
田
実

鎖
守
哲
哉

塚
崎
冨
士
男

塚
本
秀
子

簗
山
義
令

辻

政

信

．

辻
睦
雄
・
純
子

辻
田
順
一

辻
村
文
子

津
田
文
夫

土
田
敏
夫

土
田
敏
夫

土
屋
ま
さ
え

堤

秀

幸

恒

成

茂

鶴

春

敏

つ
る
留
美
子

鶴
田

fl

●
田
美
保
子

寺

犀

一

寺
岡
嶋
蘊

寺
嶋
正
吾

寺康子
冒
届

藤

時

枝

廉

綾

子

時
田
光
彦

徳
田
建
可

徳
永
智
子

徳
永
倫
子

徳
永
美
奈
子

戸

田

裕

十
時
忠
秀

冨
永
重
夫

富満宮

富
盛
伸
夫
・
良
子

友

沢

誠

外
山
一
夫

豊
島
ト
ヨ
子

豊
田
佳
日
子

豊
永
悦
子

豊
原
ス
マ

豊
原
嘉
子

豊
増
秀
敏

鳥
嵐
甘
一

土
肥
洋
子

蘊
イ
ネ

道
正
聞
久

中
井
征
女

中
江
健
三

中
尾
千
代
子

中
榮
莫
代
子

中
嶋
義
三

中
嶋
真
由
美

中
島
文
子

中

島

明

中
島
由
香
子

中
薗
泰
浩

中

田

宏

中
田
ウ
メ
ノ

中
冨
勇
夫
・
律
子

中
西
由
布
子

中
野
真
理
子

中
原
央
子

中
道
シ
マ
子

中
村
智
彦

中
村
俊
光

中
村
京
子

中
村
静
香

中

村

真

中
村
雅
代

中
村
良
子

中

村

稔

中

村

一

中
村
浩
子

中
村
紀
恵
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9 [ 
波
多
江
賢
次
・
安
子
広
島
一
枝

畑

田

エ

ノ

広

島

義

夫

、
油

苓

野

正

子

広

瀬

貞

敏

翡

修

一

広

田

文

重

屈

清

二

広

田

岐

代

子

贔

照

子

広

渡

サ

ヨ

子

井

栄

子

深

田

ミ

チ

ェ

9佐

子

福

井

正

澄

浜

口

直

美

福

島

満

浜

目

宏

可

福

島

友

臣

早

川

邦

彦

福

島

恭

輔

林

綾

子

福

田

俊

祐

林

よ

し

ゑ

福

永

昌

幸

林

田

人

枝

福

永

敬

蔵

・

和

子

林

田

徳

子

福

原

桃

代

林

原

健

蔵

福

松

丈

寛

早
田
美
代
士
・
妙
子
禍
村
静

早
野
義
人
・
知
子
禍
山
郁
子

原

由

子

伏

厩

豊

子

原

さ

よ

子

藤

井

高

任

原

恵

美

子

藤

井

登

巳

子

原

岡

忍

・

晴

子

藤

江

寿

二

郎

原

田

芳

雄

藤

木

ミ

ナ

原

田

敏

幸

罷

沢

貞

子

原

田

イ

ワ

藤

田

厚

子

原

山

呑

藤

田

市

郎

、

播

磨

ユ

キ

藤

本

久

子

判

野

瑛

藤

山

明

子

馬

場

繁

行

藤

吉

克

彦

馬

場

真

理

子

藤

原

秀

雄

菰

田

正

郎

藤

原

千

里

疋

田

雅

子

船

越

泰

子

疋

田

浩

四

郎

古

池

節

子

疋

田

光

太

郎

古

川

初

美

目
O
K
O

H
I
W
C
H
I
 

-!II:川
静

肥

樟

裕

子

古

田

栄

菱

山

博

文

古

野

寿

美

子

日

高

昭

広

晶

野

順

一

櫃

恵

且

野

つ

や

子

秀

選

三

星

野

ヨ

シ

ェ

秀

村

範

一

堀

洋

子

姫

忠

彦

本

間

睦

子

日

吉

留

吉

韮

出

直

希

平

井

辰

昌

前

日

文

子

平

岡

誠

一

郎

前

文

敏

平

岡

穣

．

前
原
恵
子

平

岡

浩

牧

節

子

平

木

千

代

子

牧

角

啓

・

雅

子

平

坂

継

臣

竹

埠

京

子

平

田

和

美

正

田

ミ

ツ

ヨ

乎

田

健

太

郎

間

島

杭

子

平

野

誠

填

田

康

治

平

林

延

子

増

田

昇

造

広

江

紀

美

子

増

永

薔

波

広

門

繁

子

益

本

百

代
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宮
川
真
誠

宮
禾
敬
子

宮
城
芳
子

三
宅
安
吉

翡
5

宮
崎
信
義

宮
原
か
ず
子

宮
原
敏
行

宮
光
房
子

宮
本
大
介

三
好
久
子

三

好

晃

向
井
治
美

牟
田
米
子

牟
田
晋
一
郎

武
藤
重
勝

村
直
樹

村
井
洋
子

村
卜
褐
子

村
上
実
春

村

上

優

村

上

浩

村
上
寅
次

村
島
俊
子

村
田
悦
子

村
田
康
子

村

山

茂

宰
五
仕
一

最
上
義
英

望

月

浩

本
岡
桂
之
輔

森

敏

子

森

ユ

キ＂＂ 
森

常

洋

盛

ミ

ェ

森

清

・
由
起
子

森

尻

進

森
田
、
恵

森
山
美
智
子

柳

羹

彦

安
河
内
政
光

安
仲
卓
二

安
永
佳
一

矢
野
國
枝

矢

野

直

矢
野
愴
二

八
尋
隆
之

山
内
隆
一

山
内
正
樹

山
内
範
蔵

山
内
輝
光

山
木
道
子

山
木
寅
吉

山
北
倫
子

山
口
譲
冶

山
口
省
之

山
ロ
タ
メ
子

山
口
銀
蔵

山
口
康
平

山
崎
直
也

山
崎
恵
美
子

山
崎
朋
子

山
崎
義
博

山
崎
純
男

山
崎
史
余

山
崎
マ
ツ
ェ

山

崎

昭

轄

"

山
下
知
治

山

田

敬

山
田
紘
一

肖

澄

雄

山
E
段
子

山
田
正
巳
・
好
子

輯
虹
子

山
揺
届
史

山

之

上

稔

山

羹

孝

吉

恵

山
本
順
子

山
元
ヨ
シ

山
本
久
子

山
本
博
昭

山
本
淑
子

山
本
ト
シ
子

山
本
和
子

矢
山
利
彦

結
城
九
州
男

、

結
城
忠
子

幸
島
正
宜

湯

口

恵

由
良
喜
久
子

由
良
滋
・
喜
久
子

噸

智

子

槽
山
繁
夫

槽

晃

一

郎

古
丑
月
・
貴
子

古

八

重

子

古
磁
泰
博
・
邦
子

吉
沢
一
郎

吉
沢
償
教
・
周
子

吉
住
昭

吉
田
正
子

吉
田
栄
子

吉
田
久
美
子

吉
公
祐

吉
永
晴
美

笠

幹

龍

元

昭

R
o
y
s
t
o
n
 R
o
w
l
a
n
d
s
 

芸
品
請
太
郎

若
林
敏
行

昭
一

和
佐
野
彗
台

渡
辺
満
喜
・
綾
子

渡
辺
真
知
子

渡
辺
公
一
郎
・
裕
子

渡
辺
雅
子

渡
辺
道
子

渡
辺
雄
二

渡
辺
勝
巳

和
田
桂
子

コ
ス
モ
ス
会

浮
羽
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

西
南
高
校

西
南
中
学

西
南
学
院
大
学

福
岡
女
学
院
短
期
大
学

筑
紫
女
学
薗
中
学

胃
ゞ
江
教
会

茸
杓
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

熊
本
白
川
教
会

福
岡
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

福
岡
城
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

前
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

名
古
屋
サ
ウ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ

丸
二
商
会

館

ア

ジ

ア

・
ア
フ
リ
カ
を
考
え
る
会

虎
州
ア
ジ
ア
を
考
え
る
会

聖
マ
リ
ア
病
院
教
育
部

酔
胡
社

貨
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

福
岡
徳
洲
会
病
院

菊
委
脊

西
南
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
プ

国
立
肥
前
療
養
所

西
南
女
学
院
短
期
大
学

熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

有
明
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
プ

熊
本
マ
リ
ス
ト
イ
ン
ク
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
プ

9民
の
会

忍
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

日
本
々
＜
x
る
教
海
外
医
療
協
力
会

や
き
と
り
も
り
べ
え

北
岱
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

福
管
分
会
編
集
部

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
北
九
州

馬
場
病
院

※
そ
の
他
多
数
の
教
会
か
ら

憚
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
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前
号
歯
11
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
映
画
「
注
目
す
べ
き

人
々
と
の
出
会
い
」
講
演
「
鬼
子
母
神
の
ア
ジ
ア
L

の
催

し
は
4
月
18
日
出
19
日
回
の
両
日
、
盛
況
の
内
に
無
事
上

映
会
を
終
え
ま
し
た
。
新
聞
、

F
M
ラ
ジ
オ
、
タ
ウ
ン
誌
、

な
ど
で
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
せ
い
か
、
数
多
く
の
方
々

に
来
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
の
予
想
を
越
え
る
反
響
が
有

り
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た
赤
字
に
も
な
ら
ず
、
四
十
数

万
円
の
黒
字
。

事
務
局
の
方
で
こ
の
利
益
の
中
か
ら
、
事
務
処
理
用
パ

ソ
コ
ン
の
プ
リ
ン
タ
ー
と
台
の
為
に

15
万
円
程
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
、
残
り
を
中
村
先
生
の
方
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

映
画
の
上
映
に
際
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く

の
方
々
に
、
こ
の
誌
面
を
借
り
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す。
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......
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．
 

9

B
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-
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＿
―
-
ロ

5
 

＇ ，
 

．
 

i
 

5

こ
ん
ど
こ
そ
は
、
り
っ
ぱ
な
会
報
を
作
る
ぞ
と
思
っ
て

f

．
 

，
 

}
い
ま
し
た
が
、
明
日
が
締
切
り
。
校
正
し
な
が
ら
読
み
返
f”

 

，
 

，
 

{
し
て
い
る
と
、
や
は
り
余
裕
の
な
い
会
報
に
な
っ
て
し
ま
i1

 

．
 

，
 ．
 

5

っ
た
の
で
は
、
と
心
配
し
て
し
ま
い
ま
す
。

i
 

心

叫
昼
問
の
仕
事
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
両
方
に
追
わ
れ
る
生

，

t

．

叫

i

活
の
気
が
し
て
。
で
も
頑
張
り
ま
す
I.
。
そ
う
、
こ
の
会

｝

t

"
 

:
を

通

し

て

何

か

解

る

気

が

し

ま

す

。

事

務

局

A
{
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．．
 
―．, ．．．
 
3

・・

参
加
者
氏
名

記

馬
場
病
院
よ
り
御
支
援

「
春
た
け
な
わ
に
な
り
、
郷
躙
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま

す
が
、
皆
様
方
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

何
時
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
お
世
話
で
お
忙
し
い
事
と

思
い
感
謝
し
て
い
ま
す
。

る
方
々
に
御
協
力
を
御
願
い
し
て
行
っ
て
い
ま
す
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
も

3
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
な
の
協
力
を
得
て
今
回
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
僅

か
で
す
が
送
金
出
来
る
よ
う
で
す
。
会
の
名
目
は
中
村
先

生
を
だ
し
に
し
て
ゴ
ル
フ
遊
び
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
が
、
会
費
と
し
て
は
10
万
円
程
度
集
め
る
事
が
出
来
ま

し
た
。そ

れ
に
私
が
前
回
9
月
以
降
病
院
の
患
者
そ
の
他
か
ら

受
け
ま
し
た
商
品
券
や
謝
礼
の
金
額
を
プ
ー
ル
し
た
の

を
加
え
て
総
額
25
万
程
度
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

本
日
早
速
送
金
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
」

中
島
久
・
細
江
•
岡
・
永
淵
・
香
田
範
行
・
梶
原
収
功
・

桜
井
勉
・
豊
増
照
生
•
松
本
富
枝
・
郷
原
副
由
・
姫
野
忠

彦
・
山
村
秀
志
·
大
石
忠
雄
・
大
石
彰
•
宮
崎
繁
美
・
森

清
・
江
藤
富
士
位
・
高
田
聖
士
・
渡
辺
宏
・
（
敬
称
略
）

さ
て
当
地
で
、
中
村
哲
先
生
の
仕
事
ぶ
り
を
知
っ
て
い

い
た
だ
き
ま
し
た

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、

J
O
C
S
の
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う

理
想
に
賛
同
し
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北

西
辺
境
州
で
の
医
療
活
動
を
支
援
し
、
必
要
な
情

宣
・
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
派
遣
母
体
で
あ
る

J
o
c
sを
通
し
て

必
要
な
協
力
を
行
う
が
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ

れ
ず
、
「
支
え
あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
工

夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。
⑤

会
員
は
一
口
年
額
三
、

0
0
0円
、
学
生
会
員
一
．

口
一
、

0
0
0円
、
特
別
会
員
一
ロ
一

0
、

0
0

0
円
以
上
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
行
い
、
会
員
は
会
の
拡
大

に
努
め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を
選
任

し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び
会
の

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
福
岡

Y
M
C
A

.

（
〒
八
一

0
福
岡
市
中
央
区
大
名
―
|
-
―

-
I八

6
七
八
一
ー
七
四
一

0
)
内
に
お
く
。

会
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